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地域課題の解決に大学生がチャレンジ！

雲南コミュニティキャンパスプロジェクト

若者チャレンジ

大学生による、雲南市の地域課題の解決に向けた活動を生み出し、地域の担い手となる人材を育成すること目
的とする。大学機関や地域、雲南市内で活動するＮＰＯ等と連携し、フィールドワーク（地域活動・調査）や
インターンシップ（実務体験）プログラムを実施。

　「雲南コミュニティキャンパス（通称Ｕ
ユー
Ｃ
シー
Ｃ
シー
）」プロジェクトとは…

　６月に雲南コミュニティキャンパスを開校し、57人の大学生が参加しました。県内の島根大学・
島根県立大学からの参加はもちろん、県外では東京大学・早稲田大学・慶應義塾大学・山口県立
大学等、15大学・専門学校から参加しています。�

H28年度
取り組み紹介

　　　　　　 　８月～12月

　「医療保健福祉」、「地域」、「教育」の３つのテーマでフィールドワークおよびインターンシップを実施。
学生たちが中長期雲南市に滞在しながらさまざまな活動を行いました。３ページで詳しく紹介します。

   専門コース

UCC

S
TE
P２

「UCC スタートアップ合宿」　６/18－19　主会場：入間交流センター

　全国より30人の大学生が参加。１泊２日合宿形式。
　体験型フィールド学習・ワークショップを通し、今後雲南市に関わり続けチャレン
ジしていく動機づけと計画づくりを実施しました。

入門コース

UCC

S
TE
P１

UCC A
ア ウ ォ ー ド

WARD 2016　12/10　会場：雲南市役所

　専門コースで活動した学生６組10人が自身の活動と、そこから得た学びと成長に
ついて発表しました。また、ゲストプレゼンテーションとして、東京大学大学院生と
雲南市内の高校生からの発表も行いました。
　市内の皆さんにも多く参加いただき、お互いに学び合う機会になりました。

   成果報告会

UCC

S
TE
P３
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 医療保健福祉コース「イイトコ発見プロジェクト 2016」
　① 8/16－25　久野地区　　② 9/15－24　中野地区

　全国から28人の大学生が参加（①13人、②15人）。
　９泊10日の合宿形式。大東町久野地区または三刀屋町中
野地区で地区探索・住民交流を通し、地域にねむる「イイトコ」
をみつけ地域ニーズと健康課題を分析し、地域診断を実施。
　地域住民と協働しながら生活維持の秘訣と発展の可能性を
探り、課題解決のアクションプランを作成。

   専門コース

UCC
S
TE
P２

▲地区住民の前で地区の「イ
イトコ」を発表する様子

▲地区探索の参加者の皆さん

 地域コース「地域インターンシップ」
　①８/24－９/29　ＮＰＯ法人おっちラボ※１へのインターン
（※１　おっちラボ・・幸雲南塾の卒業生が中心となり、若者と地域の活
動を支援するＮＰＯ法人）

　②８/24－９/10　スクナヒコナ※2 へのインターン
（※２　スクナヒコナ・・吉田町を中心にまちづくり活動を行う一般社団
法人）

　３人の大学生が参加（①２人、②１人）。
　約１ヵ月間雲南市に滞在し、NPOまたは会社の活動に参画。
①幸雲南塾（大人版）の「縁結びパンツプロジェクト」の活動普及のための企画立案と実施。
②吉田町をフィールドとした学生向けモニターツアーの企画立案を実施。

▲三日市ラボでの打ち合わせ
の様子

▲吉田町モニターツアーの様子

 教育コース「教育インターンシップ」
　10/14－12/26
　１人の大学生が参加。土日を中心に雲南市に滞在し、中学校および高校の学校現場
の活動に参画。教育委員会主催の教育フェスタ・中高生の幸雲南塾・幸雲南塾 in さ
んべの現場運営を実施。

▲中高生の幸雲南塾の参加者
の皆さん

　コースに参加した大学生は雲南市に魅力を感じ、プログラム終了後も学校現場や幸雲南塾、地域のイベント等
に参加しています。また、市内の中高生や若者、地域自主組織を巻き込んだ新たな地域づくり活動の創出や、地
域自主組織の地区計画策定に大学生のノウハウを活用する等、課題解決に向け新たなチャレンジを行っています。
　雲南市は雲南コミュニティキャンパスを通して大学生の学び・育ちを推進し、大学生と地域がともに取り組む
地域づくりに挑戦します。

雲南コミュニティキャンパスの取り組みは雲南市チャレンジサイト（http://www.co-unnan.jp/sp-ucc.php）およびフェイ
スブックページ（https://www.facebook.com/unnan.community.campus/）で発信中。
また、ＰＲ動画を雲南市公式ユーチューブチャンネル（https://www.youtube.com/user/unnanshimane）で配信中。
ぜひご覧ください！

✿このプログラムに参加した動機は何ですか？
→地域活動に興味があり、地域で何かしたい！と思っていたところに、本気のチャレ
ンジができる場所 “UCC” を知りおもしろそうだと思ったからです。

✿参加した感想を教えてください。
→学校では学べない貴重な体験ができました。雲南市は、多くの人が地域のために本
気で、楽しく活動している熱量のある幸福なまちだと思います。インターンで幸雲
南塾の活動を通し、市内出身の人や市外からこのまちに関わっているさまざまな人
たちとの出会いがあり、自分が考えもしなかったことに触れたり、考えを聞いたり
する中で、自分の価値観や視野が広がりました。
　雲南市に入ってさまざまな分野から地域貢献ができると感じ、地域貢献できる職に
就きたいと感じています。

✿UCC後輩へ一言メッセージを！
→本気で地域と向き合いたいなら絶対に参加してほしい！
　たくさん学べるし、成長できます！

市内でがんばる学
生紹介

國
くに

本
もと

　翔
しょう

さん
鳥取県出身

島根大学
生物資源科学部地域
環境科学科１年生

　UCC１期生として「地域インターンシッ
プ」おっちラボインターンに参加。
　インターン終了後も、幸雲南塾イベント
での企画運営スタッフやその他若者チャン
レンジ活動へ参加する等、継続的に雲南市
に関わっている。
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＊skypeを活用した
　英会話も実施

スカイプ

当日ボランティアも募集中

若者カイギとは

マイプロジェクトアワードとは

高校生・大学生・社会人が「地域プロデュース（地域づくり）」をテーマに、フラットに話し合い、刺激し合い、成長し合う場づくりをめ
ざしています。

地域やコミュニティなど身の回りの課題に対して自ら考え行動した高校生が、自分のプロジェクトを発表したり、フィードバックをもらっ
たり、同じ想いを持つ全国の同世代と出会う「学びの祭典」です。（主催：マイプロジェクト実行委員会）

2016

と　き ２月５日（日） 10:30～17:00
２月12日、19日､26日（日） 13:00～16:00

ところ 雲南市役所本庁舎

【問】社会教育課キャリア教育推進室  ☎0854-40-1073

詳しくは、社会教育課キャリア教育推進室　☎0854-40-1073まで

対　象 中高生

大学生スタッフが、一緒に宿題をしたり、勉強のやり方など

相談にのってくれたり‥新しい出会いや交流ができますよ♪

初めての方も大歓迎！途中参加もＯＫ！

と　き ２月２６日(日)  13:00～17:00 ところ 雲南市役所本庁舎

東京研修 ３月２５日（土）〜２７日（月） 参加条件 市内の中学１年生～高校２年生・うんなん若チャレプロジェクト
「桜まつり」に参加できること

対　象 中高生

これまでの様子はチャレンジ
サイトでご覧いただけます！
http://www.co-unnan.jp/sp-counnanjyuku.php

※申し込みフォームはこちらから→

全国の高校生が集まる『マイプロジェクトアワード2016』にも参加できるチャンス

みんなのアイデアで桜まつりを盛り上げよう!!

・他校のトモダチができる!!

・地域にかかわるキッカケに!!

・自分の思いをカタチにできる!!

　将来の選択肢を広げるために必要な
力（学力、課題解決能力、想像力）を
育みながら、「自立した社会性ある大
人」への成長をめざし、主に日曜日に
市役所で『中高生の!幸雲南塾』を開催
しています。

　毎月１回土曜日に、小学生を対象に市役所で『どようび★えいご』を開催しています。
　国際交流員や大学生、高校生、中学生も一緒になって、ゲームや工作を通し、英語でコミュニ
ケーションを楽しんでいます。１月14日（土）に開催した高校生企画の『雪がっせん』では、高
校生が考えた雪合戦ルールで、体を動かし、楽しみならがら英語を学びました。

　幼児期から高校までの発達段階に応じた雲南市独自のキャリア形成プログラム（『夢』発見プログラム）をもとに、学校・家
庭・地域・ＮＰＯ・行政が連携・協働して、質の高い教育に挑戦しています。
　今月号では、休日を活用した雲南市独自の教育プログラムを紹介します。

生き抜く力を育む子どもチャレンジ！！

中高生で桜まつりを
オモシロクする
アイデアを考えて
実行してみよう！

KICK OFF!
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にぎわいあふれる中心市街地をめざして！にぎわいあふれる中心市街地をめざして！
シリーズ「雲南市中心市街地活性化」④

シリーズ第４回の本号では、中心市街地活性化基本計画の基本方針に基づく目標についてお伝えします。

☆☆ 雲南市中心市街地活性化基本計画は、平成28年11月29日付けで内閣総理大臣認定を受けました ☆☆

①　　魅力的な商業集積とイベントによるにぎわいの創出　を実現するために、「購買力流出の抑制」を目
標に掲げ、経済活力向上のための事業などを展開し、中心市街地内へ新規店舗の出店を促進します。

　　　近年の出店状況や新たな取り組みなどを勘案し、具体的には事業期間内に15店舗の新規出店を達成
することを目標として掲げています。

②　　暮らしたくなる地域づくりによるまちなか居住の推進　を実現するために、「定住人口の増加」を目
標に掲げ、居住環境向上のための事業などを展開し、中心市街地の人口増加を促進します。

　　　雲南市全体の人口は減少傾向にありますが、過去５年間の中心市街地人口は微増の傾向です。これを
踏まえ、主に若者や子育て世代を対象とした定住促進に取り組み、具体的には事業期間内に中心市街地
人口を43人増加させることを目標として掲げています。

　
③　　魅力的な交流拠点と環境整備による交流の促進　を実現するために、「交流人口の増加」を目標に掲げ、
市街地整備のための事業などを展開し、今後も中心市街地のみならず継続的に実施する「まめなカー市」
の年間入込客数の増加を促進します。

　　　具体的には、開催時期、規模、企画などを工夫することにより、中心市街地内で実施する「まめなカー
市」の年間入込客数10,000人を目標として掲げています。

　それぞれの目標を達成することで、市内の経済循環を活発化させ、更には購買活動の市外流出を堰
せ

き止め、に
ぎわいと活力あふれる市街地へと再生します。魅力ある商業地や環境の整備を行うことで定住・交流人口の増加
を促し、相乗効果により中心市街地の活性化を図ります。

中心市街地の位置と範囲
平成28年12月から平成34年３月まで
（５年４ヵ月）

①魅力的な商業集積とイベントによ
るにぎわいの創出
　…………………………【商業振興】

②暮らしたくなる地域づくりによる
まちなか居住の推進
　…………………………【定住促進】

③魅力的な交流拠点と環境整備によ
る交流の促進
　…………………………【交流促進】

計画期間

中心市街地活性化の基本方針

中心市街地の活性化に向けた目標

～次号では、中心市街地活性化基本計画に掲げる各種事業についてお伝えします。～

ご意見、ご質問などは、建設部都市計画課（☎ 0854-40-1064）までお寄せください。

面積＝130ha
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UNNAN◎BIYORI

◀雲子ちゃん

まちの話題を
紹介するよ

ブックコート講習会が市
立図書館の主催により

掛合交流センターで開催さ
れ、掛合・吉田地域の図書に
関わる13人が参加し、市立図書館の職員３人が指導にあたり
ました。
　ブックコートフィルムは、大切な本を傷や日焼けから守る
ため多くの図書館や学校の本に貼られています。
　参加者は、それぞれ持ち寄った大切な本をハサミや定規を
上手に使い、きれいに仕上げておられました。

ブックコート講習会12/６
火

Book

▲講習会の様子

第２回島根県肉牛枝肉共進会が島根県農業協同組合の主
催により株式会社 島根県大田食肉公社（大田市）で開

催され、島根県内で肥育された去勢牛31頭、雌牛４頭が出品
されました。
　結果は次のとおりです。

最優秀素牛生産者賞　
　錦

にしこおり

織邦
くに

男
お

さん（吉田町）

島根県肉牛枝
え だ

肉
に く

共進会で
最優秀素

も と

牛
う し

生産者賞受賞!!
12/６

火

▲最優秀素牛生産者賞を受賞された錦織さん

平成28年度雲南市ブランド米振興大会が雲南市水
田農業担い手協議会の主催により三刀屋交流セ

ンターで開催され、生産者や関係者ら約70人が参加し
ました。
　今大会では、雲南市プレミアムつや姫「たたら焔

ほむら

米
まい

」の生産において優秀な成績を収め、雲南市ブラン
ド米生産の向上発展普及に寄与したとして、平成28年
度優良生産者（たたら焔米生産者グランプリ）に、田

た

中
なか

政
まさ

明
あき

さん（大東町）と農事組合法人あなみ（掛合町）
の２組が選ばれました。
　また、田中政明さんはその年の生産者の中で、最も
優れたタンパク値、品質の「たたら焔米」を出荷され
たとして雲南市長杯を、農事組合法人あなみは、その

▲優良生産者表彰を受賞された田中さん（写真左から２
人目）と農事組合法人あなみ（写真中央）

雲南市ブランド米振興大会12/16
金

年の生産者の中で優れた品質、また出荷量などを含め
「たたら焔米」振興に最も貢献されたとしてＪＡしま
ね雲南地区本部長杯を受賞されました。
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UNNAN◎BIYORI

◀雲子ちゃん

まちの話題を
紹介するよ

島根大学が授業科目として取り組んだ「中山間地
域フィールド演習」最終成果報告会が大東地域

交流センターで開催され、大学や学生、地域の方など
約40人が参加しました。
　５年目を迎えた今年度の「中山間地域フィールド演
習」では、５月から12月までの８ヵ月間、13人の学
生たちが２、３人のグループに分かれ、市内５つの地
域・団体に受け入れていただき、それぞれ地域の課題
に触れ、その解決について学ぶことを目的に行われま
した。
　この最終報告会の第１部では、学生がそれぞれの活
動の中で学んだことについて発表し、第２部ではチー
ムごとにブースを設け、今後の雲南市の地域づくりな
どについて意見交換が行われました。

島根大学「中山間地域
フィールド演習」最終成果報告会

▲最終成果報告会の様子

12/18
日

雲南市スポーツ少年団創設10周年記念事業として
団員交流活動が三刀屋文化体育館アスパルで開

催され、団員約300人、指導者・関係者約100人が参加
しました。
　これは、雲南市スポーツ少年団（本部長 亀

かめ

山
やま

幹
みき

生
お

さん）が創設10周年を迎えることを記念し、地域にお
けるスポーツ少年団活動の活性化を図る機会とし、ま

雲南市スポーツ少年団 
創設10周年記念事業 団員交流活動

▲参加者全員での記念写真

12/18
日

た同世代の子どもたちが集い、交流活動を通してお互
いの友情を深めることを目的として開催されました。
　団員交流活動では、バンブーブリッジ、生え続ける
しっぽゲットだが～ん、綱引き、フリースロー、スポー
ツかるたなどが行われ、スポーツを通して団員間の交
流を図りました。
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12/24
土

島根県が施工する主要地方道安来木次線真金工区
道路改良工事の起工式および工事安全祈願祭が

主要地方道安来木次線（真金工区）県道改良推進委員
会（委員長 板

いた

持
もち

 勉
つとむ

さん）の主催により行われました。
　真金工区（延長940m）は急峻な山林とＪＲ木次線

主要地方道安来木次線
真
ま

金
がね

工区道路改良工事起工式
に挟まれた未改良の区間です。歩道がないため朝夕の
通勤通学時間帯は、通学生徒のすぐ横を多くの車が通
り抜けるなど安全性の確保に課題がありました。この
たび工事に着手され、平成30年代後半の完成をめざし
て、順調な事業進捗と地域の発展が期待されます。

▲工事安全祈願祭　鍬入れの儀 ▲あいさつをされる板持さん

unnan
市長
コラム
市長
コラム

▲掛合体育館前をスタートする参加者たち ▲狭長神社に参拝する参加者たち

１/１
日

毎年恒例の掛合町元旦マラソンが雲南市体育協会
掛合支部（支部長 渡

わたなべ

辺重
しげ

光
みつ

さん）の主催により
行われました。
　今年で第41回目を迎え、掛合体育館前をスタートし
てゴールの挟

さ

長
なが

神社（掛合町掛合）までの３kmと１km
のコースを選択して走るお馴染みのマラソンです。

第41回掛合町元旦マラソン７

　今年は開催前から天候の心配もなく、当日も絶好の
コンディションで行うことができました。
　子どもから年配の方まで約100人の参加があり、ゴー
ルの神社では参加者そろって参拝し、新年にあたり祈
願を行いました。
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～
万
一
に
備
え
、相
互
応
援
協
定
～

防
災
意
識
の
高
揚
と

　
消
防
団
活
動
で
災
害
に
備
え

　
１
月
８
日
（
日
）、
新
春
を
飾
る
雲
南
市
消
防
出
初
式
が
、
妹せ

の
お尾
憲け

ん

壽じ
ゅ

消
防

団
長
指
揮
下
全
消
防
団
員
が
参
加
さ
れ
、
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
団
員
の
皆

様
に
は
、
普
段
、
生
業
の
傍
ら
消
防
業
務
に
係
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
衷

心
よ
り
敬
意
を
表
し
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
、
そ
う
し
た
永
年
の
消
防
業
務
へ
の
貢
献
に
よ
り
、
昨
年
叙

勲
な
ら
び
に
各
種
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
ご
披
露
な
ら
び
に
雲
南

市
か
ら
の
表
彰
状
の
贈
呈
を
行
い
、
深
く
敬
意
を
表
し
お
慶
び
申
し
上
げ
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
今
後
と
も
雲
南
市

消
防
団
に
対
し
大
所
高
所
か
ら
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
、
出
雲
市
で
開
催
さ
れ
た
第
60
回
島
根
県
消
防
操
法
大
会
に
は
、

大
東
方
面
隊
、
加
茂
方
面
隊
、
三
刀
屋
方
面
隊
が
参
加
さ
れ
、
加
茂
方
面
隊
が

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
第
５
位
に
入
賞
、
大
東
、
三
刀
屋
方
面
隊
も
普
段
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、
立
派
な
操
法
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験

は
、
今
後
の
消
防
団
活
動
に
必
ず
や
大
い
な
る
糧
と
な
り
、
ま
た
出
場
さ
れ
た

団
員
の
皆
様
に
と
っ
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
る
こ
と
と
確
信
し
ま
す
。

　
ま
た
、
１
月
12
日
（
木
）
に
、
雲
南
市
と
愛
知
県
豊
明
市
と
の
間
で
、
災
害

時
等
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
実
現
し
た
の
は
、
ホ
シ
ザ
キ
株
式

会
社 

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長 

坂さ
か

本も
と

精せ
い

志し

様
、
ホ
シ
ザ
キ
労
働
組
合
に
お
世
話
い

た
だ
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
危
機
管
理
は
最
大
の
行
政
課
題
で
あ

り
、
今
後
も
自
助
努
力
と
し
て
の
市
民
の

皆
様
の
防
災
意
識
の
高
揚
、
消
防
団
の
予

防
活
動
や
技
術
の
練
磨
等
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
が
、
共
助
と
し
て
の
他
自
治
体
と

の
相
互
連
携
応
援
協
定
の
締
結
は
ま
こ
と

に
意
義
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

祝辞を述べる速水市長

unnan
市長
コラム
市長
コラム

雲南市消防出初式を三刀屋文化体育館アスパルで
開催し、多数の来賓や妹

せ の お

尾憲
けん

壽
じゅ

団長以下1,236人
の消防団員が参加しました。
　式典では、速水市長が「市としても雲南市民の皆様
の生命・財産を守る消防団活動が円滑に行えるよう
しっかり対策を構築し推進してまいりたい」と式辞を
述べ、消防庁長官表彰などの表彰が行われました。
　最後に妹尾団長が「近年、全国各地で発生した災害
からも、災害時における消防団の果たす役割の重要性

新春を飾る消防出初式

▲訓示をする妹尾団長 ▲一斉放水の様子

１/８
日

が再確認されているところである。今後も、地域の皆
様の安全・安心を支える消防団員として、誇りをもっ
て真摯に消防団活動に取り組まれることを期待する。
我々団員、今年も住民の皆様の激励、各事業所の協力
もいただき、『安全で安心なまちづくり』、『無火災の
まちづくり』を目標に心を一つにし、汗を流していき
たい」と訓示を述べられました。
　式典後には、三刀屋川河川敷で「放水はじめ」の合
図にあわせ、一斉放水を行いました。

9 市報うんなん  No.147
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　現在流行しているノロウイルス感染症（感染性胃腸炎）について、感染予防の
知識を紹介します。日ごろから感染予防に努め、元気に過ごしましょう。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
は
？

▪
急
性
胃
腸
炎
を
引
き
起
こ
す
、
感
染
力
が

非
常
に
強
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
で
す
。

▪
ウ
イ
ル
ス
が
口
か
ら
入
る
と
感
染
し
ま

す
。（
経
口
感
染
）

ど
ん
な
症
状
？

▪
12
〜
48
時
間
の
潜
伏
期
間
を
経
て
突
然
の

「
腹
痛
・
下
痢
・
吐
き
気
・
嘔
吐
」
で
発

症
し
ま
す
。

▪
発
熱
は
軽
度
で
す
。

▪
症
状
は
発
症
後
、
通
常
1
〜
2
日
程
度
で

治
ま
り
ま
す
。

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
時
の
対
処
法

▪
有
効
な
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
が
な
い
た
め
対
症

療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。

▪
「
脱
水
症
状
」
に
な
り
や
す
い
の
で
、
少

し
ず
つ
水
分
補
給
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▪
下
痢
症
状
が
ひ
ど
く
て
も
下
痢
止
め
は
使

用
し
ま
せ
ん
。

二
次
感
染
に
注
意
！

▪
症
状
が
治
ま
っ
て
も
長
く
て
４
週
間
程
度

は
便
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
排
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

▪
こ
の
間
も
他
の
人
へ
感
染
さ
せ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

症
状
の
な
い
「
不ふ

顕け
ん
性
感
染
」
に

要
注
意
！

▪
感
染
し
て
も
症
状
が
出
な
い
ま
ま
便
中
に

ウ
イ
ル
ス
を
排
出
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。（
不
顕
性
感
染
）

▪
身
近
な
人
に
症
状
が
あ
る
場
合
、
自
身
も

感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
無

自
覚
の
ま
ま
感
染
源
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

予
防
法

手
洗
い

◦
最
も
有
効
な
方
法
で
す
。

◦
調
理
の
前
、
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
の
後
な

ど
は
必
ず
流
水
と
石
け
ん
で
、
手
首
や
指

と
指
の
間
な
ど
、
汚
れ
を
見
落
と
し
が
ち

な
部
分
を
重
点
的
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

二
枚
貝
の
加
熱

◦
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
て
い
る
可
能
性

の
あ
る
牡か

き蠣
や
あ
さ
り
な
ど
の
「
二
枚
貝

の
加
熱
」
も
重
要
で
す
。

◦
加
熱
の
目
安
は
、
中
心
部
が
85
〜
90
度
以

上
で
90
秒
以
上
。
中
ま
で
十
分
に
火
を
通

し
て
か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。

適切な汚物（嘔吐物・便）の処理方法
※嘔吐物は広範囲に飛び散っています。吐物の中心から２m程度は消毒が必
要です。
①窓を開け換気をし、嘔吐物に人が近づかないようにします。処理
をする人は使い捨て手袋とマスク、エプロンを着用します。（使
い捨てエプロンがない場合は、処理後に更衣をしましょう。）
②嘔吐物が乾く前に速やかにペーパータオル等で包み込むように拭
い取り、ビニール袋に入れます。
③嘔吐物の付着していた場所を０．１％塩素系漂白剤を染み込ませ
たペーパータオル等で浸すように、外側から内側に向かって静か
に拭き取ります。
④処理の際に出たごみをビニール袋に入れ廃棄します。
⑤最後に流水と石けんで丁寧に手を洗います。

家庭でできるノロウイルス消毒方法
　▪加熱による消毒　　　
　　　85℃～90℃で90秒以上の加熱
　▪消毒薬による消毒　
　　　塩素系漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム）
　　　0.02～ 0.1％濃度

嘔吐物や糞便が付着した衣類・シーツ・タオルなど
嘔吐物や便が付着していれば、バケツやたらい等で下洗いした後、
消毒し洗濯します。

ノロ
ウイルス感

染を防ぐために
～予防と

汚物の取り扱い～

乾燥しないように
ビニール袋に入れ
ておく。

85℃～ 90℃で90秒
以上の加熱。
0.02％塩素系漂白剤
に30分以上の浸漬。

◦洗濯
◦高温の乾燥機
を使用すると
消毒効果が高
まります。

塩素系漂白剤での消毒薬の作り方
≪家庭用塩素系漂白剤：ハイター、キッチンハイター、キッチンブリーチなど≫

できあがりの濃度 希釈液の作り方
（ペットボトルのキャップ１杯は約５ml です）

便・嘔吐物などの
消毒用
約０．１％

水道水４９０ml
＋

家庭用塩素系漂白剤１０ml

（ペットボトルのキャップ２杯）

衣類の消毒用
約０．０２％

水道水１９９０ml
＋

家庭用塩素系漂白剤１０ml

（ペットボトルのキャップ２杯）

水
２杯

全体で500ml

２杯
全体で2L

水
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雲南病院だより

雲
南
市
に
お
け
る
唯
一
の
分
娩
施
設
と
し
て

私
た
ち
は
頑
張
っ
て
い
ま
す

　
助
産
師
は
3
階
西
病
棟
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。
家
族
み
ん
な

が
安
心
し
て
、
ま
た
安
全
に
お

産
が
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
そ

の
後
の
育
児
が
ス
ム
ー
ス
に
で

き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
の

が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。
自
律

し
て
助
産
ケ
ア
を
提
供
で
き
る

ア
ド
バ
ン
ス
助
産
師
（
助
産
実

践
能
力
習
熟
段
階
レ
ベ
ル
Ⅲ
に

認
証
さ
れ
た
助
産
師
）
の
資
格

を
習
得
し
、
ま
た
助
産
師
だ
け

で
な
く
３
階
西
病
棟
や
手
術
室

の
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
、
Ｎエ
ヌ

Ｃシ
ー

Ｐピ
ー
Ｒア
ー
ル（
新
生
児
蘇
生
法「
専
門
」

コ
ー
ス
）
修
了
認
定
者
も
お

り
、
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
で
日
々

看
護
の
質
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
ア
ド
バ
ン
ス
助
産
師
の
資
格

を
得
た
４
人
で
大
東
町
の
育
児

相
談（
月
１
回
）、助
産
外
来「
こ

こ
ま
ち
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ケ
ア
内
容  

◦
妊
婦
健
診

　
当
院
で
妊
婦
健
康
診
査
を
受
け

て
い
る
妊
娠
20
週
と
32
週
の
妊
婦

さ
ん
の
健
診
（
子
宮
底
・
腹
囲
測

定
、
体
重
・
血
圧
測
定
、
胎
児
心

拍
数
の
確
認
な
ど
）を
行
い
ま
す
。

◦
育
児
相
談
・
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
出
産
後
の
育
児
に
関
す
る
相

談
、
お
っ
ぱ
い
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行

い
ま
す
。
当
院
以
外
で
お
産
さ
れ

た
方
で
も
予
約
が
可
能
で
す
。

日
時
と
場
所  

◦
日
時
：
毎
週
水
曜
日
　

13
時
か
ら
16
時
ま
で

（
30
分
の
予
約
制
）

◦
場
所
：
産
婦
人
科
外
来

料
金  

◦
妊
婦
健
診
：
補
助
券
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

◦
育
児
相
談
：

　
　
　
　
１
５
０
０
円
／
回

※
雲
南
市
民
の
方
、
雲
南
市
立
病
院
に

て
お
産
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
初

回
無
料

◦
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
：

　
　
　
　
３
５
０
０
円
／
回

実
績  

　
平
成
26
年
度
　
　
　
　
72
人

　
平
成
27
年
度
　
　
　
　
98
人

　
平
成
28
年
度
　
　
１
０
０
人

�

（
平
成
28
年
12
月
28
日
現
在
）

　
ア
ド
バ
ン
ス
助
産
師
以
外
に
も

２
年
目
の
助
産
師
２
人
が
在
籍
し

て
お
り
、
助
産
師
６
人
で
、
正
常

な
分
娩
の
介
助
・
新
生
児
健
康
診

査
・
産さ
ん
褥じ
ょ
く

婦ふ

の
健
康
診
査
・
乳
房

の
管
理
と
そ
れ
に
伴
う
保
健
指
導

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

妊
娠
前
期
・
後
期
の
妊
婦
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
を
対
象
と
し
た
院
内

母
親
学
級
（
月
２
回
）、
看
護
協

会
主
催
の
両
親
学
級（
１
、４
、７
、

10
月
第
４
土
曜
日
午
後
）
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
出
前
講
座
も

行
っ
て

い
ま
す

の
で
、

関
心
の

あ
る
方

は
相
談

く
だ
さ

い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
雲
南
市
立
病
院
　
３
階
西
病
棟

　
　
☎
０
８
５
４
ー
43
ー

２
３
９
６

　
　（
予
約
受
付
時
間

　
平
日
13
時
か
ら
16
時
ま
で
）

助
産
外
来
「
こ
こ
ま
ち
」
紹
介 

　『
こ
こ
（
雲
南
市
）
の
ま
ち
（
町
）
の
助
産
師
が
　
こ
こ
の
病
院
で
　

こ
こ
ろ
ま
ち
（
心
待
ち
）
に
　
ま
っ
て
（
待
っ
て
）
い
ま
す
』
と
い
う
意

味
で
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
を
通
し
て
、
私
た
ち
助
産
師
を
身
近
な
存
在

に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
平
成
26
年
４
月
２
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
受
診
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
不
安
や
困
っ
た

こ
と
が
解
消
し
た
」、「
助
産
師
を
身
近
に
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、

全
員
か
ら
満
足
し
た
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
思
い

が
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

助
産
師
の

　
　
　活
動
紹
介

▲助産師外来の様子
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12
月
３
日
（
土
）、「
平
成
28
年

度
看
護
研
究
発
表
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。こ
の
看
護
研
究
は
、「
今
、

提
供
し
て
い
る
看
護
が
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

看
護
な
の
か
？
」
と
い
う
考
え
か

ら
、
看
護
の
質
の
向
上
と
患
者
さ

ん
のQ

ク
オ
リ
テ
ィ

uality�o

オ
ブf�L

ラ
イ
フ

ife

（
生
活

の
質
）
の
向
上
を
目
的
に
毎
年
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
各
病
棟
の
代
表
者
が
日
ご
ろ
の

看
護
現
場
か
ら
問
題
や
課
題
を
見

つ
け
、
約
１
年
間
を
か
け
て
研
究

を
行
い
ま
す
。

　
研
究
指
導
者
と
し
て
、
今
年
度

よ
り
新
た
に
島
根
県
立
大
学
看
護

学
部
の
長な
が
島し
ま
玲れ
い
子こ

准
教
授
、
大お
お
森も
り

眞ま

澄す
み
准
教
授
を
迎
え
、
専
門
的
か

つ
広
い
知
識
を
も
っ
て
熱
心
に
ご

指
導
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
４
部
署
が
研
究
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　
看
護
研
究
発
表
の
当
日
は
、
他

部
署
か
ら
の
参
加
も
あ
り
有
意
義

な
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
看
護
研
究
を
継
続
し
、

研
究
の
成
果
や
課
題
を
積
極
的
に

日
ご
ろ
の
看
護
現
場
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

　
12
月
13
日
（
火
）、
毎
年

恒
例
の
院
内
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
主

に
入
院
中
の
患
者
さ
ん
と
そ

の
ご
家
族
に
少
し
で
も
ク
リ

ス
マ
ス
気
分
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
職
員
の

思
い
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
照
明
な
ど

の
飾
り
は
、
病
院
ボ
ラ
ン

研究内容
３階西病棟：「産科混合病棟の夜間帯における看護師の不安」
４階西病棟：「地域包括ケア病棟における後期高齢者に対する看護師の退院支援」
４階南病棟：「Ｋ介護療養施設で最期を看取る意志決定した利用者の家族の思い」
保健推進課：「特定保健指導の初回面接での生活習慣改善に取り組む気持ちの変化に影響する要因」

テ
ィ
ア
さ
ん
に
設
置
し
て
も
ら
い
、
華
や
か
な
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

職
員
有
志
で
結
成
す
る
「
サ
ウ
ス
ク
ラ
ウ
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
息
の

あ
っ
た
演
奏
と
合
唱
で
会
場
は
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
馴
染
み
の
あ
る
曲
で
は
、
会

場
の
方
も
演
奏
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
歌
っ

た
り
、
手
を
振
っ
た
り
し
て
楽
し
く
ク
リ

ス
マ
ス
気
分
を
感
じ
る
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
職
員
の
お
子
さ
ん
も
サ
ン
タ
と

な
り
元
気
い
っ
ぱ
い
歌
っ
て
く
れ
、
和
や

か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
サ
ン
タ
と
ト
ナ
カ
イ
が
登
場

し
、
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
配
ら
れ
、

患
者
さ
ん
も
職
員
も
共
に
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲発表会の様子

▲サウスクラウドアンサンブル

看
護
研
究
発
表

　
～
日
ご
ろ
の
看
護
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
～

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
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雲南病院だより

　
12
月
８
日(

木)

、
平
成
28
年
度
第
3
回
糖
尿
病
学
舎

を
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
服は
っ
部と
り
修し
ゅ
う

三ぞ
う
医
師
か
ら
糖
尿
病
の
合
併
症
に
つ
い

て
、
神
経
障
害
、
網
膜
症
（
眼
の
病
気
）、
腎
症
の
３
大

合
併
症
の
他
に
も
、
動
脈
硬
化
に
よ
る
病
気
、
歯
周
病
や

認
知
症
、
足
の
異
常
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
説
明
を
し
ま

し
た
。

　
検
査
技
師
か
ら
は
、
外
来
受
診
時
に
渡
さ
れ
る
検
査
結

果
表
を
見
な
が
ら
糖
尿
病
の
検
査
項
目
は
ど
れ
か
、
ど
の

よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
を
説
明
し
ま
し
た
。
保
健
師
か

ら
は
、
年
末
年
始
で
の
食
事
や
運
動
、
感
染
症
の
予
防
な

ど
に
つ
い
て
気
を
つ
け
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
希
望
者
に
は
血
糖
測
定
を
行
い
ま
し
た
。
糖
尿

病
で
な
い
方
も
参
加
さ
れ
、
多
く
の
方
が
自
分
の
血
糖
値

を
知
る
機
会
と
な
り
、
大
変
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
次
回
は
３
月
９
日
（
木
）
に
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

　
12
月
14
日
（
水
）、
今
年
度
第
２

回
目
と
な
る
市
民
健
康
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
「
大
腸
が
ん

の
い
ろ
ん
な
こ
と
が
わ
か
る
！
〜
予

防
か
ら
治
療
ま
で
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、
３
人
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
説
明

を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
腸
が
ん

治
療
経
験
の
あ
る
市
民
の
方
を
講
師

に
、
体
験
談
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
象ぞ
う

谷た
に

ひ
と
み
外
科
医
師
か
ら
は
、

「
大
腸
が
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
」

と
題
し
、
大
腸
が
ん
の
基
礎
的
な
知

識
や
、
ど
う
や
っ
て
病
気
を
発
見
す

る
か
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。「
大

腸
が
ん
の
治
療
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
講
義
で
は
、
内
視
鏡
的
治
療
・
外

科
的
治
療
・
化
学
療
法
・
放
射
線
治

療
・
緩
和
医
療
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
内
科
外
来
看
護
師
か
ら
は
、「
大

腸
内
視
鏡
検
査
っ
て
ど
ん
な
検

査
？
」と
題
し
、大
腸
が
ん
検
診（
便

潜
血
検
査
）
で
精
密
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
と
言
わ
れ
た
と
き
に
、
ど
の

よ
う
な
検
査
を
受
け
る
の
か
一
連
の

流
れ
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大

腸
内
視
鏡
を
展
示
し
、
参
加
者
に
直

接
手
に
と
っ
て
見
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
市
役
所
の
保
健
師
か
ら
は
、「
雲

南
市
の
大
腸
が
ん
の
現
状
と
予
防
」

と
題
し
、
雲
南
市
の
男
女
別
・
が
ん

別
の
死
亡
率
や
検
診
受
診
率
を
報
告

し
、「
雲
南
市
の
男
性
の
死
亡
率
が

一
番
高
い
が
ん
は
大
腸
が
ん
で
す
。

早
期
発
見
の
た
め
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
」
と
啓
発
し
ま
し
た
。

　
大
腸
が
ん
治
療
経
験
者
の
講
師
か

ら
は
、
大
腸
が
ん
発
見
か
ら
治
療
ま

で
の
体
験
談
、
前
向
き
に
生
活
を

送
っ
て
お
ら
れ
る
現
在
の
姿
を
、
治

療
部
位
を
実
際
に
見
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
年
度
第
３
回
目
は
３
月
中
旬
に

開
催
予
定
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ

い
。

第
３
回 

糖
尿
病
学ま

な
び

舎や

第
２
回 

市
民
健
康
講
座 

家
族
を
守
り
隊
！

　
～
こ
こ
で
学
ん
で
あ
な
た
も
“
お
う
ち
ナ
ー
ス
”
に
な
ろ
う
～

▲服部修三医師の講義の様子

▲臨床検査技師の講義の様子

▲受講の様子

雲南市立病院　1階　麻酔科外来

相談は無料です

問い合わせ・申し込み先

●雲南市立病院　地域連携室

電話 （0854）43-2446

電話 （0853）20-2545

●島根大学医学部附属病院
　　がん患者・家族サポートセンター

日 時

平成 28 年度 島根県がんピアサポーター相談会

がん患者さん・ご家族など

がん治療を経験した仲間と話をしてみませんか？
2月14日（火）9：30～11：30

会 場

対 象
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怜
れ お

央ちゃん（三刀屋町粟谷）
平成 28年２月 22日生まれ
１歳おめでとう (*´˘ `*)
笑顔いっぱいでお兄ちゃんと仲良く
成長してね

昌し
ょ
う
じ子

　勉つ
と
むさ
ん
・
奈な

み美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

史
ふみや

弥ちゃん（大東町山王寺）
平成 28年２月 22日生まれ
誕生日おめでとう
京ちゃんとアンパンマンが大好きな
史弥くん 　元気に育ってね

高た
か
し
ま島
真し
ん
じ二
さ
ん
・
泉い
ず
みさ
ん
の
お
子
さ
ん

陸
りくと

斗ちゃん（木次町西日登）
平成 28年２月 22日生まれ
かわいい、かわいい陸ちゃん
お兄ちゃん、お姉ちゃんと仲良く
たくさん遊ぼうね

石い
し
ば
し橋
聖せ
い
い
ち一
さ
ん
・
由ゆ

み

こ
美
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

桔
きっと

翔ちゃん（大東町下佐世）
平成 28年２月 11日生まれ
きっと誕生日おめでとう
元気いっぱい大きくなってね

稲い
な
た田
直な
お
き樹
さ
ん
・
美み

な奈
さ
ん
の
お
子
さ
ん

慶
けいご

吾ちゃん（大東町下佐世）
平成 28年２月 19日生まれ
誕生日おめでとう 　日々成長する
姿を見るのが楽しみだよ
慶ちゃんの笑顔が大好き

長な
が
つ
ま妻
北ほ
く
と斗
さ
ん
・
千ち
ひ
ろ尋
さ
ん
の
お
子
さ
ん

３月で満１歳（平成28年３月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで２月６日(月)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますのでご注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家のHOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のHOPE」としてください。）

彩
いろり

莉ちゃん（木次町東日登）
平成 28年２月５日生まれ
誕生日おめでとう
いっぱい食べて、元気に遊んで、
おおきくなろうね

佐さ
と
う藤
平へ
い
い
ち
ろ
う

一
朗
さ
ん
・
恵め
ぐ
み美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

りおちゃん（木次町新市）
平成 28年２月４日生まれ
りっちゃん誕生日おめでとう
たくさんお喋りしてたくさんイケ
ずして逞しく育ってね

土つ
ち
や屋
大だ
い
す
け輔
さ
ん
・
朋と
も
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

柚
ゆずき

希ちゃん（加茂町宇治）
平成 28年２月２日生まれ
１歳おめでとう 　ゆずの笑顔は
みんなを幸せにしてくれるよ
すくすく元気に育ってね

岩い
わ
た田
開か
い
や也
さ
ん
・
真ま

り

こ
理
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

ののわわがが家家

HOPEHOPEHOPE

おめでとうおめでとう
２月で２月で２月で２月で 満１歳満１歳満１歳
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感 謝 手の 紙 vol.67

今回は木次町の方々の送りあう手紙です。

雲南市青少年健全育成協議会
（教育委員会社会教育課）

☎0854-40-1073

日本一短い

　
　お
母
さ
ん
へ

　い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
め
い
わ
く
か
け

て
し
ま
う
し
、
色
々
大
変
だ
け
ど
、
よ
ろ
し
く
ね
。

　
　娘
へ

　目
線
の
高
さ
が
近
づ
く
た
び
に
成
長
を
感
じ
、
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
あ
な
た
の
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
、
大

好
き
で
す
。
応
援
に
行
く
よ
ー
！

�

　
　母
へ

　私
が
イ
ラ
イ
ラ
し
た
時
、
冷
た
く
接
し
て
も
優
し
く

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　娘
へ

　あ
な
た
の
笑
顔
が
大
好
き
で
す
。
い
つ
も
笑
顔
で
い

ら
れ
る
よ
う
に
お
母
さ
ん
は
応
援
し
て
い
る
よ
。

�

　
　友
だ
ち
へ

　

　い
つ
も
ケ
ン
カ
を
し
て
る
け
ど
、
私
の
言
う
こ
と
を

聞
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

ね
。
大
好
き
だ
よ
！

　
　友
だ
ち
へ

　ほ
ん
と
、
ケ
ン
カ
ば
っ
か
り
だ
け
ど
バ
カ
や
っ
た
り

し
て
、ま
あ
楽
し
い
よ
（
笑
）
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
。

だ
い
す
き
だ
よ
！

�

　
　お
父
さ
ん
へ

　い
つ
も
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
仕
事
を
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
ぼ
く
も
部
活
を
頑
張
る
か
ら
お
父
さ

ん
も
仕
事
を
頑
張
っ
て
ね
。

　　
　息
子
へ

　

　毎
日
、
元
気
に
過
ご
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
勉

強
や
部
活
を
頑
張
る
姿
が
家
族
み
ん
な
を
勇
気
づ
け
て

く
れ
ま
す
。
感
謝
！

�

　
　家
族
へ

　毎
日
、
怒
ら
せ
て
ゴ
メ
ン
ね
。
分
か
っ
て
い
る
ん
だ

け
ど
ね
…
も
う
ち
ょ
っ
と
ワ
ガ
マ
マ
に
付
き
合
っ
て

ね
。
大
好
き
だ
よ
！

　
　娘
へ

　い
つ
ま
で
も
あ
な
た
の
ワ
ガ
マ
マ
に
付
き
合
う
よ
。

怒
る
の
が
私
た
ち
の
愛
情
だ
と
、
き
っ
と
あ
な
た
も

知
っ
て
い
る
よ
ね
？

日
ひ よ り

和ちゃん（大東町飯田）
平成 28年２月 29日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう
ひよちゃんは、みんなの宝物だよ
元気に大きくなってね

石い
し
か
わ川
正ま
さ
か
ず和
さ
ん
・
薫か
お
るさ
ん
の
お
子
さ
ん

多
た き

輝ちゃん（木次町里方）
平成 28年２月 23日生まれ
多輝がいて、みんなが笑顔になってます
産まれてきてくれてありがとう  お姉ちゃん
お兄ちゃんと元気で大きくなろうね

松ま
つ
も
と本

　暁あ
き
らさ
ん
・
直な
お
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

楠
な な

菜ちゃん（三刀屋町下熊谷）
平成 28年２月 25日生まれ
ななちゃん１歳のお誕生日おめで
とう  いつも最高の笑顔に癒され
ているよ  すくすくと育ってね

佐さ
と
う藤

　充み
つ
るさ
ん
・
愛あ
い
り里
さ
ん
の
お
子
さ
ん

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。

http://kosodate-unnan.jp または、右記のQRコードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

雲南市では、スマートフォン・タブレット用公式アプリの提供を行っています。
雲南市からの新着情報やイベント
情報、子育て情報などを使いやす
いアプリからご覧いただけます。
iOS、Android 対応、無料でご利
用いただけます。
右のQRコードからダウンロード
できます。
ぜひご利用ください。

スマートフォン・タブレットで、いつでもどこでも簡単に！

雲南市公式アプリをご存知ですか？

雲南市公式アプリ
QRコード

iOSまたはAndroidを選択
してダウンロード
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２
月
の
季
節
行
事
と
い
え
ば
「
節
分
の

豆
ま
き
」
が
あ
り
ま
す
。
無
病
息
災
を
願

う
日
本
の
伝
統
行
事
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。

　
昨
年
は
、
自
然
災
害
が
各
地
で
相
次
ぎ

ま
し
た
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
鳥
取
県
中
部

地
震
が
記
憶
に
新
し

い
と
思
い
ま
す
。
自

然
災
害
は
、
予
測
で

き
な
い
か
ら
こ
そ
、

願
か
け
だ
け
で
は
な

く
日
ご
ろ
か
ら
の
備

え
が
重
要
で
す
。

　
自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
は
、
衣
料

品
や
食
料
品
、
家
具
の
転
倒
防
止
の
対
策
、

避
難
所
の
確
認
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
身
の

　
そ
う
は
い
っ
て
も
、
冬
季
は
寒
さ
か
ら

か
ら
だ
を
動
か
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
で
も
、
ご
近
所
へ
の
あ
い
さ
つ

や
声
か
け
は
続
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
１
９
９
５
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、
倒
壊
家
屋
か
ら
救
助
さ
れ

た
人
の
う
ち
、
救
助
隊
に
救
助
さ
れ
た
人

よ
り
、
友
人
や
隣
人
か
ら
救
助
さ
れ
た
人

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
（
内
閣
府
「
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
入
門
」
テ
キ
ス
ト
参
照
）。

日
ご
ろ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
あ
い
さ
つ
や
声

か
け
で
も
救
助
の
備
え
と
な
り
そ
う
で

す
。

　
身
体
活
動
や
地
域
の
つ
な
が
り
は
、
非

常
事
態
と
い
う
鬼
を
追
い
払
う
「
豆
」
の

役
割
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

49
―

９
０
５
０

　平成元年から始まった８０２０（はちまる・にいまる）運動は、30年
近く続いている国民健康づくり運動です。「80歳になっても20本以上の
歯を保とう」という運動で、「生涯、自分の歯で食べる楽しみを味わえる
ように」との願いが込められています。
　平成28年度の“８０２０よい歯のコンクール”では県内で142人の応
募があり、本市では８人の方が優良賞を受賞されました。

受賞者の方々へ食事や日常生活について伺いました。

・若い者と同じものが食べられます。
・お肉や魚の骨もバリバリと噛んでいます。硬いもの
が好きです。
・定期点検に行っています。
・１日２回以上の歯みがきや歯ぐきのマッサージ、歯
間ブラシ等も使っています。
・趣味を持っています。仕事も現役！
・健康に気をつけています。
・実は、兄弟や親子で受賞しました！
・はつらつデイサービスで学び、口の手入れや健口体
操を継続しています。

　受賞された方々は、歯のことだけでなく、自分なりに「健康」を守り、いきいきと元気に過ごされていました。
　日ごろの手入れや歯や口腔の定期点検が、いつまでも「口から食べられる楽しみ」を保つために大切であり、
楽しみを持ち活動的に暮らすことへもつながっていきます。自分らしい健康長寿をめざしていきましょう。

回
り
の
備
え
以
外
に
も
、
体
調
を
整
え
て

お
く
こ
と
も
日
ご
ろ
の
備
え
と
な
り
ま
す
。

自
分
が
避
難
し
た
り
、
誰
か
を
助
け
た
り

で
き
る
の
も
、
そ
の
と
き
の
体
調
・
体
力

次
第
と
も
い
え
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き

に
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら

適
度
に
か
ら
だ
を
動
か
し
て
体
力
維
持
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
運
動
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ン

グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
）
は
も
ち
ろ
ん
、

生
活
活
動
（
家
事
や
農
作
業
、
雪
か
き
な

ど
）
も
体
力
維
持
に
役
立
ち
ま
す
。
今
年

は
、
豆
と
身
体
活
動
で
、
鬼
を
外
に
追
い

払
い
ま
し
ょ
う
。

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

114

♪
鬼
は
外
、
福
は
内
♪

身
体
活
動
も
日
ご
ろ
の
備
え

ま
ず
は「
あ
い
さ
つ
」「
声
か
け
」か
ら

138

８０２０よい歯のコンクール
　優良賞おめでとうございます！

◎優良賞受賞者　　　　　　　　（年齢は受賞時のもの）
氏　名 年　齢 残っている歯数 住　所

池
いけ

内
うち

　益
ます

子
こ

さん 89歳 25本 木次町

大
おお

坂
さか

富
ふ

士
じ

夫
お

さん 82歳 28本 大東町

禿
かむろ

　　晴
はる

雄
お

さん 87歳 21本 大東町

川
かわ

島
しま

　行
ゆき

恵
え

さん 86歳 27本 大東町

小
こ

池
いけ

　勝
かつ

美
み

さん 80歳 29本 木次町

多
た

久
く

和
わ

二
じ

郎
ろう

さん 85歳 28本 大東町

田
た

中
なか

　康
やす

富
とみ

さん 81歳 29本 大東町

安
やす

原
はら

美
み

智
ち

子
こ

さん 89歳 22本 大東町
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　２月11日は日本の建国記念の
日です。この日は建国神話に基づ
いて定められたようですが、アメ
リカは若い国ですので、建国の歴

史はより明白なものだといえます。
　アメリカの東海岸にある州は当時イギリス支配下
の植民地でしたが、さまざまな理由で独立戦争が
1775年から始まり、1776年に「アメリカ独立宣言」
により独立を宣言しました。実際には、1783年の
パリ条約によって、アメリカ合衆国の独立が認めら
れたのです。
　今ではこの７月４日がアメリカの独立記念日と
して祝われています。アメリカの色である赤、白、

青を飾ったり着たりして、ピックニックやバーベ
キューを行います。国旗はどこにでも飾られていま
す。親戚と集まる家庭も少なくありません。パレー
ドもたくさん行われ、愛国に因

ちな
んだ歌を聞いたり

歌ったりします。楽しい１日の締めくくりとして花
火大会を見に行くか、家で花火をして遊びます。
　高校で歴史を教えている私のおじさんは毎年小さ
い大砲を持ち出し、お祝いにトイレットペーパーを
詰めて打ちました。「バーン！！」と大きな爆発音
がして、家族全員が拍手していたことをよく覚えて
います。あまりないことなので特に印象的でした。
またおじさん
の大砲が見ら
れる日を楽し
みにしていま
す。

〇雲南市に来たきっかけを教えてください。
　昨年３月に雲南に移住しましたが、それまでは、横浜に住んでいま
した。東京でアパレル事業やインターネット事業の会社を10年以上経
営していました。東京では、新しいものを作って作っての毎日でした。
しかし、もう新しいことは東京ではできない、地方の方が可能性があ
るのでは、と思うようになっていました。そんな中、知人から「島根
は熱いよ！」「面白いよ！」という話を聞き、実際に雲南市に来てみま
した。そのときたまたまスパイスセミナーをやっていて、そこで地域
住民と行政職員が一緒になってまちづくりをしている様子を目の当た
りにしました。全国各地の住民組織や行政をいろいろ見てきましたが、
雲南市のような地域は今までありませんでした。「理想の形がここにあ
る！」と思い、またこれまでの自分の経験も活かせると思い、Ｉター
ンすることを決めました。

〇実際に住んでみてどうですか？
　普段は三新塔交流センターで三新塔地区の地域づくりを行っていま
す。また、自分の得意分野を生かし、雲南市全体の特産品づくりや情
報発信、持続可能な体制・仕組みづくり等も行っています。例えば、
各地域自主組織にＵＩターンで入ってきている地域づくり応援隊員等
の情報交換の場づくりなどです。このような活動をする中で感じてい
るのは、地方は東京よりもスピード感がある、ということです。特に、
雲南市は何かやりたいと思い、声を上げると、周囲の人が協力し、人
やモノを繋いでくれ、すぐ形になっていく。そういった土台やコミュ
ニケーションがあると思います。これは素晴らしいことであり、“チャ
レンジにやさしいまち”であることを全国に広げたいと思っています。

〇子育ても奮闘中ですよね？
　現在、３歳と１歳の子どもがいます。雲南市の魅力は、自然の中で
子育てできることだと思います。これは、自分にとっても、子どもにとっ
てもよいことだと思います。特に、今住んでいるところはすぐ土があ
り、その感覚に触れることができます。私が小さい頃は、横浜でも田

んぼでザリガニを取ったりもしていました。しかし、雲南市に移住して、
たまに横浜に帰ると、身近に土がなかったことに気づきました。横浜
の友人からは、雲南市の子育て環境についてうらやましがられていま
す。もちろん、医療体制等、都市部の方が充実している点はありますが、
自然はお金では買えないので、こちらのほうが大事だと自分は思いま
す。

〇今後の展望は？
　これからは島根がトレンドになる。地方でこそできること、可能性
がたくさんある、ということを島根の人に伝えていきたいです。地方
の若者は今までは東京に出る一方でしたが、現在では、ＩＴ技術の進
展やインフラ整備により、地方に居ながらにして情報を拾え、コスト
も安いという環境ができています。都市部よりも地方のほうが有利に
なるという仕組みづくりや情報発信をしていきたいと思っています。
まずは一つモデルとなる事例を作る。一つ盛り上げれば次々に進むと
考えています。１人が動くとものごとはどんどん動いていきます。そ
の“かき回し役”になりたいと思います。

〇これから移住・チャレンジを考えている若者へ
　とりあえず雲南市に来てみてください。来てくれたら地方の良さ、
面白さがわかります。遊びに来るのも一つだと思います。特に雲南市
に住むといいとこどりができます。自然、温泉等がたくさんあること
はもちろんですが、少し行けば都市もあります。また、道端で小学生
があいさつをしてくれることや、運転中に横断歩道で道をゆずると、
かがんでお礼を言ってくれることにも驚きました。こういったことが
自然発生的に行われているところがすごいと思います。
　地方移住への思いを持っていても、先が見えないとなかなか決断で
きないかもしれませんが、考えるよりも行動するほうが早いです。雲
南市にはＵＩターンのチャレンジャーを受け入れる土壌があります。
まずは、一度雲南市を体験して、一緒にチャレンジしてもらえればと
思います！

田
た

中
なか

　 学
まなぶ

さん三新塔あきば協議会

うん、なんでしょ
う国際交流員（CIR）の迷言コーナーHello Everyone

こんにちは、ダニエルです。

若者による地域課題解決をすすめる『若者チャレンジ』を紹介する

パレードの様子

▲

うんなんの若チャレ
雲南市の魅力を伝えたい！
　　　～まずは来てみて！住んでみて！～
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私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。
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◎
雲
南
市
功
労
表
彰

　
土
地
改
良
区
理
事
・
監
事
と
し

て
永
き
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功

績
に
よ
り

　
陶す

山や
ま

　
直な
お

利と
し

さ
ん
（
木
次
町
）

　
古ふ
る

居い

　
　
忠
た
だ
し
さ
ん
（
吉
田
町
）

　
早は
や
か
わ川

　
正た
だ

三み

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
景か
げ
や
ま山

　
隆た
か

義よ
し

さ
ん
（
掛
合
町
）

　
白し
ら
つ
き築

　
徹て
つ
か
ず一
さ
ん
（
掛
合
町
）

　
民
生
委
員
と
し
て
永
き
に
わ
た

り
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

　
西に
し
む
ら村

　
光み
つ
ひ
ろ弘
さ
ん
（
木
次
町
）

　
名な

原ば
ら

　
和か
ず

穗ほ

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
杉す
ぎ
は
ら原

　
　
儀
た
だ
し
さ
ん
（
木
次
町
）

　
板い
た
も
ち持

　
征い
く

男お

さ
ん
（
木
次
町
）

　
川か
わ
す
み⻆
ア
キ
ヨ
さ
ん
（
木
次
町
）

　
郷ご
う
ば
ら原
千ち

え

こ
惠
子
さ
ん
（
木
次
町
）

　
谷た
に
お
か岡
美み

え

こ
榮
子
さ
ん
（
木
次
町
）

　
鐘か
ね
つ
き撞

　
知と
も

幸ゆ
き

さ
ん
（
木
次
町
）

　
保
護
司
と
し
て
永
き
に
わ
た
り

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

　
三み

き木
　
弘こ
う
ど
う道
さ
ん
（
大
東
町
）

　
驗け
ん

馬ま

　
重し
げ
ひ
ろ弘
さ
ん
（
木
次
町
）

　
雲
南
市
お
よ
び
関
係
施
設
に
次

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

ふ
る
さ
と
納
税

　
尾お

形が
た

　
有ゆ

希き

さ
ん（
名
古
屋
市
）

　
丸ま
る

田た

　
貴た
か

広ひ
ろ

さ
ん（
大
阪
府
茨
木
市
）

　
木き
ば
や
し林

　
　
卓た
か
しさ
ん（
兵
庫
県
西
宮
市
）

お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
渡わ
た
な
べ部

　
幸さ
ち

子こ

さ
ん
（
木
次
町
）

　
新に
っ

田た

　
裕ひ
ろ

至し

さ
ん
（
大
東
町
）

　
高た
か
は
し橋

　
平へ
い

治じ

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
松ま
つ

田だ

　
　
勉
つ
と
む
さ
ん
（
大
東
町
）

　
永な
が

瀬せ

　
　
晃こ
う

さ
ん
（
掛
合
町
）

　
井い
の
う
え上

　
禧よ
し

宏ひ
ろ

さ
ん
（
大
東
町
）

　
加か

本も
と

　
恂し
ん

二じ

さ
ん
（
大
東
町
）

　
山や
ま
な
か中

　
洋ひ
ろ

美み

さ
ん
（
掛
合
町
）

　
土つ
ち
た
に谷

　
文ふ
み

江え

さ
ん
（
大
東
町
）

　
坂さ
か
も
と本

　
暢よ
う

子こ

さ
ん
（
木
次
町
）

　
村む
ら
か
み上

　
秀
し
ゅ
う
ど
う道
さ
ん
（
木
次
町
）

　
須す

山や
ま

　
哲て
つ

好よ
し

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
多た

が賀
　
　
久
ひ
さ
し
さ
ん
（
吉
田
町
）

　
坪つ
ぼ
く
ら倉

　
充み
つ

明あ
き

さ
ん
（
加
茂
町
）

　
板い
た
が
き垣

　
秀ひ
で
か
ず和
さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
久く

が我
　
卓た
か

央ひ
さ

さ
ん
（
加
茂
町
）

　
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小

中
学
校
の
校
医
等
と
し
て
永
き
に

わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

　
西に
し
む
ら村

　
昌ま
さ
ゆ
き幸
さ
ん
（
木
次
町
）

　
和わ

だ田
　
光み
つ
ひ
さ久
さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
清し

水み
ず

　
一か
ず
ひ
こ彦
さ
ん
（
加
茂
町
）

　
永な
が

瀬せ

　
英ひ
で

雄お

さ
ん
（
加
茂
町
）

　
永な
が

瀬せ

　
久ひ
さ

嗣し

さ
ん
（
加
茂
町
）

　
渡わ
た
な
べ部

　
素も
と

次つ
ぐ

さ
ん
（
吉
田
町
）

　
横よ
こ

尾お

　
哲て
つ

也や

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
川か
わ
も
と本

　
浩ひ
ろ

雄お

さ
ん
（
木
次
町
）

　
横よ

こ

山や
ま

　
元も
と
ひ
ろ裕
さ
ん
（
松
江
市
）

　
辰た
つ
む
ら村

　
泰た
い

治じ

さ
ん
（
木
次
町
）

　
陶す

山や
ま

紳し
ん
い
ち一
朗ろ
う

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
晴は
る

木き

　
尚な
お

人と

さ
ん
（
大
東
町
）

　
山や
ま

根ね

　
孝た
か

文ふ
み

さ
ん
（
木
次
町
）

　
清し

水み
ず

　
広ひ
ろ

行ゆ
き

さ
ん
（
掛
合
町
）

　
横よ
こ
や
ま山

　
和か
ず
ひ
ろ裕
さ
ん
（
大
東
町
）

　
野の

の々

村む
ら

徹て
つ

也や

さ
ん
（
大
東
町
）

　
井い
の
う
え上

　
裕ひ
ろ
ゆ
き之
さ
ん
（
木
次
町
）

　
秦は
た

野の

　
眞し
ん

治じ

さ
ん
（
木
次
町
）

　
落お
ち
あ
い合

　
　
研け
ん

さ
ん
（
掛
合
町
）

　
山や
ま
も
と本

　
國く
に

雄お

さ
ん
（
加
茂
町
）

　
足あ

立だ
ち

　
精き
よ

子こ

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
錦に
し
こ
お
り織

　
達た
つ
ろ
う郎
さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
上じ
ょ
う
だ
い代

　
一か
ず

人と

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
藤ふ
じ
は
ら原

　
久ひ
さ

子こ

さ
ん
（
木
次
町
）

　
高た
か

尾お

　
義よ
し

夫お

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
母
子
保
健
推
進
員
と
し
て
永
き

に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

り　
糸い
と
は
ら原

　
久ひ
さ

恵え

さ
ん
（
木
次
町
）

　
村む
ら
か
み上

　
惠け
い

子こ

さ
ん
（
木
次
町
）

　
木き

村む
ら

　
聡と
し

美み

さ
ん
（
木
次
町
）

　
坪つ
ぼ
く
ら倉

　
明あ
き

子こ

さ
ん
（
加
茂
町
）

　
人
権
・
同
和
問
題
の
解
決
に
向

け
永
き
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功

績
に
よ
り

　
秋あ
き
か
ぜ風

　
　
進
す
す
む
さ
ん
（
松
江
市
）

　
藤ふ
じ
お
か岡

　
則の
り

義よ
し

さ
ん
（
出
雲
市
）

　
は
ん
ど
ば
っ
く
の
会（
加
茂
町
）

◎
雲
南
市
自
治
功
労
表
彰

　
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
永
き

に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

り　
加か

藤と
う

　
一い
ち
ろ
う郎
さ
ん
（
大
東
町
）

　
青あ
お

木き

　
征ま
さ

温は
る

さ
ん
（
加
茂
町
）

　
藤ふ
じ
は
ら原

　
修の
ぶ

至よ
し

さ
ん
（
大
東
町
）

　
永な
が

井い

　
尚し
ょ
う
じ二
さ
ん
（
大
東
町
）

　
内う
ち

部べ

　
武た
け

雄お

さ
ん
（
加
茂
町
）

　
川か
わ
か
み上

　
蘆よ
し

求も
と

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
高た
か
し
ま島

　
幹み
き

雄お

さ
ん
（
大
東
町
）

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
永
き
に
わ
た
り
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
よ
り

　
須す

山や
ま

　
紀の
り
か
ず和
さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
安あ

べ部
　
　
博
ひ
ろ
し
さ
ん
（
大
東
町
）

　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
永
き
に

わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

　
藤ふ
じ
わ
ら原

　
豊ほ
う

善ぜ
ん

さ
ん（
三
刀
屋
町
）
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天あ
ま

野の

　
将ま
さ

志し

さ
ん（
山
梨
県
大
月
市
）

　
西に
し
た
に谷

　
太た
い

紀き

さ
ん（
神
　
戸
　
市
）

　
三み

島し
ま

　
典の
り

子こ

さ
ん（
松
　
江
　
市
）

　
西に
し
が
き垣

　
太た
い
へ
い平
さ
ん（
神
　
戸
　
市
）

　
大お
お
に
し西

　
智と
も
ゆ
き之
さ
ん（
大
　
阪
　
市
）

　
梶か
じ
む
ら村

　
順じ
ゅ
ん
こ子
さ
ん（
広
　
島
　
市
）

　
中な
か

野の

　
真し
ん
い
ち一
さ
ん（
札
　
幌
　
市
）

　
大お
お
は
し橋

　
知と
も

世よ

さ
ん（
東
京
都
墨
田
区
）

　
村む
ら
や
ま山

　
弘ひ
ろ

行ゆ
き

さ
ん（
愛
知
県
津
島
市
）

　
熱あ
つ

田た

小さ

ゆ

り
百
合
さ
ん（
大
　
東
　
町
）

　
武た
け

田だ

　
恵め
ぐ

美み

さ
ん（
兵
庫
県
西
宮
市
）

　
楊よ
う

　
　
博ひ
ろ
み
つ光
さ
ん（
東
京
都
府
中
市
）

　
森も
り
わ
き脇

　
春は
る

江え

さ
ん（
出
　
雲
　
市
）

　
渡わ
た
な
べ部

　
繁し
げ

広ひ
ろ

さ
ん（
大
　
阪
　
市
）

　
山や
ま
も
と本

　
　
純じ
ゅ
んさ
ん（
東
京
都
三
鷹
市
）

　
松ま
つ
か
わ川

　
哲て
つ

也や

さ
ん（
川
　
崎
　
市
）

　
小こ

西に
し

　
　
寛ひ
ろ
しさ
ん（
山
口
県
周
南
市
）

　
井い
の
う
え上

　
　
孝た
か
しさ
ん（
広
　
島
　
市
）

　
間ま

口ぐ
ち

　
元も
と

文ふ
み

さ
ん（
愛
媛
県
西
条
市
）

　
齊さ
い
と
う藤

　
則の
り

子こ

さ
ん（
岡
　
山
　
市
）

　
森も
り

　
八や

そ

じ
十
二
さ
ん（
京
都
府
亀
岡
市
）

　
上う
え

田だ

三み

ち

よ
千
代
さ
ん（
大
　
阪
　
市
）

　
道み
ち
ひ
ろ広

　
幸さ
ち

江え

さ
ん（
岡
山
県
浅
口
市
）

　
古こ

樫が
し

　
　
滋し
げ
るさ
ん（
大
阪
府
吹
田
市
）

　
村む
ら
か
み上

　
雄ゆ
う

基き

さ
ん（
名 

古 

屋 

市
）

　
竹た
け

部べ

　
友と
も

久ひ
さ

さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
）

　
小お

野の

寺で
ら

洋よ
う
す
け之
さ
ん（
東
京
都
葛
飾
区
）

　
森も
り

　
婦ふ

志じ

恵え

さ
ん（
東
京
都
江
東
区
）

　
緒お

方が
た

　
啓け
い

介す
け

さ
ん（
滋
賀
県
東
近
江
市
）

　
島し
ま

田だ

　
正ま
さ
あ
き明
さ
ん（
長
崎
県
長
崎
市
）

　
井い
の
う
え上

　
葉は

月づ
き

さ
ん（
広
　
島
　
市
）

　
平ひ
ら

野の

　
　
圭け
い

さ
ん（
神
奈
川
県
大
和
市
）

　
谷た
に
ぐ
ち口

　
秀ひ
で
あ
き明
さ
ん（
堺
　
　
　
市
）

　
井い

口ぐ
ち

　
裕ゆ
う

司じ

さ
ん（
東
京
都
練
馬
区
）

　
宮み
や
ざ
き崎

　
順じ
ゅ
ん
こ子
さ
ん（
千
葉
県
柏
市
）

　
佐さ

さ々

木き

　
良り
ょ
うさ
ん（
東
京
都
品
川
区
）

　
坂さ
か
の
う
え

之
上
一い
ち

朗ろ
う

さ
ん（
神
　
戸
　
市
）

　
勝か
つ
は
ら原

　
治は
る

美み

さ
ん（
富
山
県
下
新
川
郡
入
善
町

）

　
安や
す

井い

加か

よ代
子こ

さ
ん（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

　
片か
た
お
か岡

　
繁し
げ

昭あ
き

さ
ん（
岡
　
山
　
市
）

　
大お
お
が
い垣
内と

　
豊ゆ
た
かさ
ん（
和
歌
山
県
和
歌
山
市

）

　
大お
お
か
め亀

　
将ま
さ

治は
る

さ
ん（
埼
玉
県
川
口
市
）

　
山や
ま
も
と本

　
幸こ
う

次じ

さ
ん（
広
　
島
　
市
）

　
好こ

川が
わ

　
伸の
ぶ
ひ
こ彦
さ
ん（
広
　
島
　
市
）

　
佐さ

竹た
け

　
秀ひ
で

夫お

さ
ん（
神
　
戸
　
市
）

　
佐さ

藤と
う

　
博ひ
ろ

子こ

さ
ん（
大
　
阪
　
市
）

　
宮み
や
う
ち内

　
　
聡さ
と
しさ
ん（
大
阪
府
吹
田
市
）

　
民み
ん
ぽ
う法

　
勝か
つ

司じ

さ
ん（
広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町

）

　
周す

藤ど
う

　
武た
け
や
す安
さ
ん（
兵
庫
県
川
西
市
）

　
中な
か

田た

　
雄ゆ
う
ぞ
う三
さ
ん（
静
岡
県
掛
川
市
）

　
加か

藤と
う

　
路ろ

美み

さ
ん（
東
京
都
江
戸
川
区
）

　
青あ
お

砥と

千ち

か佳
子こ

さ
ん（
横
　
浜
　
市
）

　
岡お
か

田だ

　
圭け
い

司じ

さ
ん（
埼
玉
県
朝
霞
市
）

　
泉い
ず
み　

　
誉し
げ

美み

さ
ん（
北
海
道
帯
広
市
）

　
山や
ま

田だ

　
由ゆ

希き

さ
ん（
堺
　
　
　
市
）

　
水み
ず

田た

　
安や
す

紀の
り

さ
ん（
堺
　
　
　
市
）

　
矢や

の野
　
敏と
し

昭あ
き

さ
ん（
大
阪
府
高
槻
市
）

　
福ふ
く
し
ま島

　
一か
ず
み
ち路
さ
ん（
埼
玉
県
川
口
市
）

　
草く
さ

加か

　
和か
ず
の
り徳
さ
ん（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

　
淺あ
さ

田だ

　
尚ひ
さ

明あ
き

さ
ん（
東
京
都
三
鷹
市
）

　
森も
り

　
　
知と
も
ゆ
き之
さ
ん（
香
川
県
三
豊
市
）

　
西に
し
む
ら村

　
温は
る

子こ

さ
ん（
京
　
都
　
市
）

　
大お
お
い
し石

　
妙た
え

美み

さ
ん（
東
京
都
墨
田
区
）

　
上う
え

田だ

公く

美み

子こ

さ
ん（
大
阪
府
池
田
市
）

　
小こ
い
ず
み泉

　
　
至い
た
るさ
ん（
広
　
島
　
市
）

　
熱あ
つ

田た

　
勇ゆ
う

二じ

さ
ん（
大
　
東
　
町
）

　
谷た
に
お
か岡
眞ま

り理
子こ

さ
ん（
香
川
県
善
通
寺
市
）

　
福ふ
く

田だ

　
康や
す

司し

さ
ん（
東
京
都
清
瀬
市
）

　
吉よ
し

田だ

　
　
聡さ
と
しさ
ん（
奈
良
県
奈
良
市
）

　
葛か

西さ
い

　
英え
い

司じ

さ
ん（
木
　
次
　
町
）

　
斉さ
い
と
う藤
正し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

）

　
石い
し
と
び飛

　
健け
ん
じ
ゅ樹
さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
）

　
植う
え

田た

　
豊ゆ

隆た
か

さ
ん（
山
口
県
下
関
市
）

　
松ま
つ

尾お

　
一か
ず
の
り則
さ
ん（
愛
知
県
春
日
井
市
）

　
伊い

藤と
う

　
七な
な

絵え

さ
ん（
千
　
葉
　
市
）

　
鈴す
ず

木き

　
一か
ず

隆た
か

さ
ん（
東
京
都
新
宿
区
）

　
山や
ま

田だ

　
英ひ
で

輝き

さ
ん（
横
　
浜
　
市
）

　
山や
ま

内う
ち

　
健け
ん

二じ

さ
ん（
大
阪
府
富
田
林
市
）

　
高た
か
は
し橋

　
敏と
し

夫お

さ
ん（
埼
玉
県
草
加
市
）

　
藤ふ
じ
は
ら原
真ま

ゆ

み
由
美
さ
ん（
広
島
県
安
芸
郡
府
中
町

）

◎
大
東
中
学
校

　
寄
附
金

　
旧
大
東
中
学
校
第
十
九
期
同
期

生
会
参
加
者

大
東
図
書
館
長
期
休
館

麻
し
ん
風
し
ん
２
期
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
社
会
教
育
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
大
東
図
書
館
は
増
改
築
整
備
の

た
め
、
次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

休
館
中
は
市
内
図
書
館
の
図
書
の

返
却
の
み
受
け
付
け
ま
す
。
再
開

の
日
程
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ

　
健
康
づ
く
り
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
５

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
混
合
）

２
期
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
４
、
10
、
12
月
に
対
象
者
へ
通

知
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
接
種
を
受

け
て
い
な
い
方
は
早
め
に
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　
小
学
校
就
学
前
１
年
間
の
方（
平

成
22
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
23
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）

【
接
種
期
限
】

　
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

【
接
種
方
法
】

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
休
館
期
間
】

　
４
月
１
日
（
土
）
か
ら
平
成
30

年
春
頃
ま
で

【
返
却
窓
口
】

　
休
館
中
の
本
の
返
却
は
、
大
東

図
書
館
玄
関
横
の
返
却
ボ
ッ
ク
ス

で
受
け
付
け
ま
す
。
加
茂
図
書
館
、

木
次
図
書
館
の
本
も
返
却
で
き
ま

す
。

【
そ
の
他
】

　『
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ
』
は
休

館
中
も
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
改

め
て
図
書
館
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
市
内
医
療
機
関
に
各
自
で
予
約

後
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
当
日
の
持
参
品
】

　
母
子
健
康
手
帳
、
麻
し
ん
・
風

し
ん
（
Ｍ
Ｒ
混
合
）
２
期
予
診
票

【
費
用
】

　
無
料
。
た
だ
し
、
定
め
ら
れ
た

期
間
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
が
は
し
か
や
風
し
ん

に
か
か
ら
な
い
た
め
に
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
の
予
防
接
種
は
１
歳
時
に

１
回
、
小
学
校
就
学
前
に
１
回
の

計
２
回
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
確
実

に
免
疫
を
つ
け
る
た
め
に
、
推
奨

さ
れ
た
期
間
で
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

※�

予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
固
定
資
産
税（
第
４
期
）

・
国
民
健
康
保
険
料

                 

（
第
８
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　（
第
８
期
）

2
月
の
税
金

納
期
限
は

月
28
2

日 

火
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子
育
て
世
帯
定
住

宅
地
貸
付
け
事
業

耐
震
改
修
助
成
事
業

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
・
ト
ラ

ク
タ
ー
等
の
ナ
ン
バ
ー

登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
定
住
人
口
の
増
加
お
よ
び
地
域

活
性
化
の
た
め
に
、
子
育
て
世
帯

に
住
宅
地
を
25
年
間
有
償
貸
付

し
、
期
間
満
了
後
は
無
償
譲
渡
し

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
市
で
は
、
地
震
に
弱
い
住
宅
の

耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
に
、
耐

震
診
断
・
補
強
計
画
・
改
修
工
事
・

解
体
工
事
に
対
し
て
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
事
業
の
制
度
説
明
や
耐

震
化
に
つ
い
て
学
ぶ
出
前
講
座
も

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
住
宅
】

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
階
数
が

２
以
下
の
一
戸
建
て
住
宅
、
併
用

住
宅
（
住
宅
以
外
の
面
積
が
２
分

の
１
未
満
の
も
の
）、
長
屋
建
て

住
宅
ま
た
は
共
同
住
宅

※�

今
年
度
の
申
請
受
付
は
、
２
月

末
で
終
了
し
ま
す
。

　
税
務
課

　
☎
０
８
５
４-
40-
１
０
３
４

　
小
型
特
殊
自
動
車
（
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
、
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
等
）

や
農
耕
作
業
用
車（
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
え
機
等
）�
の

所
有
者
は
、
公
道
を
走
行
す
る
、

し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
申
告
お
よ

び
軽
自
動
車
税
の
納
税
義
務
が
あ

り
ま
す
。（
地
方
税
法
４
４
２
条

の
２
）

　
新
規
で
購
入
さ
れ
た
方
、
既
に

ま
す
。

【
対
象
住
宅
地
】

◦�

下
熊
谷
西
住
宅
団
地（
木
次
町
）

５
区
画

◦�

吉
田
住
宅
団
地
（
吉
田
町
）
２

区
画

【
申
請
者
の
条
件
】

◦�

以
下
の
条
件
に
す
べ
て
該
当
す

る
方
が
申
請
で
き
ま
す
。

・�

自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
を
建
築

し
、
定
住
す
る
子
育
て
世
帯

・�

貸
付
地
を
借
り
て
か
ら
2
年
以

内
に
住
宅
を
建
築
で
き
る
方

・�

年
間
所
得
が
２
０
０
万
円
以
上

あ
る
方

・�

満
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

・�

賃
貸
借
契
約
が
確
実
に
履
行
で

き
る
方

　
条
件
や
事
業
内
容
等
、
詳
し
い

内
容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
世
帯
と
は
・
・
・

　
夫
婦
の
年
齢
若
し
く
は
夫
婦
い

ず
れ
か
の
年
齢
が
40
歳
未
満
で
あ

る
世
帯
ま
た
は
年
齢
が
16
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

固定資産税
（４６万円）

金利
（２１２万円）

土地代
（７８０万円）

土地代
（７８０万円）

当事業
金融機関で
借りた場合

258万円も
   お得!!

７８０万円

１,０３８万円

金額

下熊谷西団地の㎡単価２６，０００円の土地を３００㎡
購入し、２５年ローンを組んだ場合と当事業の比較
※金利は、年2.0%で計算しています。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
環
境
づ

く
り
お
よ
び
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
に
、
住
宅
の
改
修
工
事
に
対

し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
助
成
メ
ニ
ュ
ー
】

◦�

雲
南
市
の
耐
震
補
強
設
計
へ
の

上
乗
せ
助
成
　

◦�

雲
南
市
の
耐
震
改
修
工
事
へ
の

上
乗
せ
助
成
　

◦�

島
根
県
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ

フ
ォ
ー
ム
」
へ
の
上
乗
せ
助
成
　

◦�

内
装
工
事
を
伴
う
新
規
の
下
水

道
施
設
接
続
工
事
へ
の
助

※

成

◦�

環
境
に
優
し
い
エ
コ
住
宅
改
修

お
よ
び
エ
コ
住
宅
設
備
工
事
へ

の
助

※

成

★ 

エ
コ
住
宅
改
修
と
は
・
・
・

　
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
の
対
象
製
品
で
あ
る

窓
、
断
熱
材
を
設
置
す
る
工
事

★
エ
コ
住
宅
設
備
と
は
・
・
・

　
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
の
対
象
製
品
（
高
効
率

給
湯
器
、
太
陽
熱
温
水
器
、
節
水

型
ト
イ
レ
、
高
断
熱
浴
槽
、
節
湯

水
栓
）
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
す

る
工
事

　
今
年
度
の
受
付
期
間
は
、
平
成

29
年
２
月
28
日
ま
で
で
す
。

所
有
し
て
い
て
ナ
ン
バ
ー
の
付
い

て
い
な
い
車
両
を
お
持
ち
の
方

は
、
車
両
情
報
（
メ
ー
カ
ー
、
車

台
番
号
、
型
式
、
年
式
等
）
を
分

か
る
よ
う
に
し
て
、
速
や
か
に
税

務
課
ま
た
は
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民

福
祉
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ナ
ン
バ
ー
は
即
日
交
付
し
ま
す
。

課
税
対
象
と
な
る
小
型
特
殊
自
動

車　
最
高
時
速
が
15
㎞
／
ｈ
以
下
の

も
の
で
、
か
つ
車
両
が
長
さ
４
・

７
ｍ
以
下
×
幅
１
・
７
ｍ
以
下
×

高
さ
２
・
８
ｍ
以
下
の
も
の

課
税
対
象
と
な
る
農
耕
作
業
用
自

動
車

　
最
高
時
速
が
35
㎞
／
ｈ
未
満
の

も
の
で
、
か
つ
運
転
席
が
あ
る
も

　
年
間
予
算
枠
に
到
達
次
第
終
了

し
ま
す
。

　
補
助
率
や
条
件
等
、
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
交
付
決
定
後
の
工
事
着
手
が
条
件
と
な

　
り
ま
す
。

※�
市
内
に
本
社
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
個

人
事
業
者
が
施
工
す
る
場
合
に
限
り
ま

す
。

の
（
運
転
席
の
無
い
、
手
押
し
式

の
も
の
は
対
象
外
で
す
。）

【
登
録
に
必
要
な
も
の
】

・
印
鑑

・
販
売
証
明
書

※�

事
業
所
や
集
落
、
農
業
法
人
な

ど
の
車
両
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

※�

廃
車
の
場
合
も
届
出
が
必
要
で

す
。（
印
鑑
と
ナ
ン
バ
ー
を
お

持
ち
出
し
く
だ
さ
い
。）

※�

所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
15
日

以
内
に
市
へ
申
告
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
正

当
な
理
由
な
く
申
告
を
し
な

か
っ
た
場
合
、
10
万
円
以
下
の

過
料
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
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共
同
公
売
会
開
催

　
債
権
管
理
対
策
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
５

【
共
同
公
売
会
と
は
】

　
島
根
県
と
市
町
村
が
、
県
税
・

市
税
等
の
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ

え
た
財
産
を
入
札
方
式
に
よ
り
売

却
す
る
も
の
で
す
。

【
参
加
資
格
】

　
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
成
人
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

簡
単
な
手
続
き
で
入
札
参
加
で
き

ま
す
。（
未
成
年
の
方
は
、
保
護

者
の
方
と
同
伴
で
参
加
く
だ
さ

市
営
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
新
築
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
２
月
６
日
（
月
）
か
ら
２
月
13

日
（
月
）
17
時
締
切

【
申
し
込
み
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
備
え

る
申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記

入
し
、必
要
な
書
類
等
（
住
民
票・

所
得
課
税
証
明
書
等
）
を
確
認
の

う
え
、直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
団
地
】

　
市
営
住
宅
三
日
市
団
地
（
木
次

町
木
次
地
内
）
の
新
築
住
宅
（
木

造
２
階
建
・
２
Ｄ
Ｋ
、
４
戸
）

【
見
学
会
】

　
２
月
５
日
（
日
）
に
限
り
10
時

か
ら
15
時
ま
で
、
新
築
住
宅
の
見

学
が
可
能
で
す
。

【
申
し
込
み
】

　
入
居
に
あ
た
っ
て
は
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
島
根

県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南
住
宅
管

理
事
務
所
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
２
月
６
日
（
月
）
か
ら
２
月
13

日
（
月
）
17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
２
月
１
日
に
雲
南
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
島
根
県
住
宅
供
給

公
社
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

◆
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅

　（
雲
南
管
内
）
入
居
者

　
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
は

随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
空

き
部
屋
等
の
詳
細
は
、
雲
南
住
宅

管
理
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

平
成
29
年
度
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
受
付
開
始

　
水
道
局
下
水
道
課

　
☎
０
８
５
４-

42-

３
４
７
１

　
平
成
29
年
度
の
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

受
け
付
け
は
、
水
道
局
下
水
道
課

で
行
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　
２
月
１
日
（
水
）
か
ら
８
月
31

日
（
木
）
ま
で

【
募
集
条
件
】

　
宅
内
工
事
と
合
併
処
理
浄
化
槽

工
事
を
同
時
に
施
工
す
る
場
合
が

対
象
で
す
。

※�

４
月
以
降
に
施
工
す
る
工
事
が

対
象
で
す
。

い
）

　
落
札
物
件
は
当
日
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。

【
入
札
に
必
要
な
も
の
】

　
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要

で
す
。

【
日
時
】

　
２
月
４
日
（
土
）

　
10
時
か
ら
13
時
ま
で

【
場
所
】

　
島
根
県
松
江
合
同
庁
舎
２
階
講

堂
（
松
江
市
東
津
田
町
１
７
４
１

－

１
）

【
落
札
者
の
決
定
】

　
２
月
４
日
（
土
）
14
時
30
分

【
代
金
の
支
払
期
限
】

　
２
月
４
日
（
土
）
15
時

【
物
件
の
一
例
】

　
衝つ
い
た
て立
、
置
物
、
自
転
車
な
ど
約

60
点

公
共
職
業
訓
練

「
４
月
期
受
講
生
」募
集

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根
で
は

「
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
」

「
金
属
加
工
科
」「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
技
術
科
」
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

【
対
象
】

　
求
職
者
の
方

【
募
集
期
限
】

　
２
月
１
日
（
水
）
か
ら
３
月
６

日
（
月
）
ま
で

【
説
明
・
見
学
会
】

　
２
月
２
日
（
木
）、
２
月
17
日

（
金
）、
３
月
３
日
（
金
）

【
訓
練
期
間
】

　
４
月
４
日
（
火
）
か
ら
９
月
28

日
（
木
）
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

　
☎
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

す
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

毎月第３日曜日は
うんなん家庭の日

社会教育課　☎0854-40-1073

２月は19日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!
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優待回数乗車券制度が変わります 【問】長寿障がい福祉課  ☎0854-40-1042

　市民バスやタクシーで利用できる「100 円券」や「200 円券」の優待回数乗車券の制度が、４月１日か
ら変わります。主な変更点は次のとおりです。

【発行窓口】
　●長寿障がい福祉課（本庁舎 1 階）　　●各総合センター　●雲南市市民サービスセンター（旧田井出張所）

【変更内容】
平成29年３月31日まで 平成29年４月１日以降

券の名称 優待回数乗車券 優待乗車券

対　象　者 雲南市民で下表の①～④の方
・�雲南市民で下表の①～④で「普
通自動車免許を持たない」方
・�その他、市長が特に必要と認め
る表の①～④の方

券の種類と負担額（販売額）
100円券×12枚セット    600円 100円券×10枚セット����500円
200円券×12枚セット  1,200円 500円券×10枚セット�2,500円

発行（購入）方法 購入ごとに申請書を記載 資格証（※１）の提示

発行（購入）制限 制限なし 年度内で36,000円分
（購入金額で18,000円）

タクシー利用時の利用上限額 1回　1,200円まで 1回　1,500円まで
券利用時の確認書類 下表の①～④の書類または資格証 資格証（※１）

券の有効期限 平成29年3月31日 平成32年3月31日
※１ 　「資格証」は、平成29年4月1日の制度改正後に交付する新たな資格証です。制度改正前に交付した資格証

は使用できませんので注意してください。
　　資格証の交付には毎年度 1 回、申請書による手続きが必要です。詳しくは、長寿障がい福祉課へ問い合わせ
　　ください。

【表】
対象者 資格申請手続き時に必要な書類等

① 65 歳以上高齢者の方 国民健康保険証・後期高齢者医療被保険者証、介護保険証など

②障がい者の方 身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳のいずれか

③難病の方 特定疾患医療受給者証

④戦傷病者手帳所持者 戦傷病者手帳
平成29年３月31日以前に発行された「優待回数乗車券」については、4 月 1 日以降は利用いただけなくなります。
３月31日までに利用していただきますようお願いします。

求
職
者
支
援
訓
練
（
基

礎
コ
ー
ス
）受
講
生
募
集

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-
40-

１
０
５
２

　
求
職
者
の
方
を
対
象
に
、「
パ

ソ
コ
ン
活
用
基
礎
科
」
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
限
】

　
２
月
10
日
（
金
）
ま
で

【
説
明
・
見
学
会
】

　
随
時
開
催

【
訓
練
期
間
】

　
２
月
20
日
（
月
）
か
ら
５
月
19

日
（
金
）
ま
で

【
受
講
料
】

　
無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
必
要

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
有
限
会
社�

ニ
プ
コ
山
陰

　
☎
０
８
５
４-

43-

６
５
４
１
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「雲南市休日診療」がはじまりました 【問】健康づくり政策課  ☎0854-40-1045

　地域で安心して生活できる医療体制の充実を図るため、１月15日（日）から
雲南医師会、雲南市立病院の協力により雲南市休日診療を行っています。
　この休日診療は、日曜日に雲南医師会の医師が、雲南市立病院で行っています
ので、急な発熱等心配な時に受診してください。なお、年末年始・連休の日曜日
は除きますので注意してください。
　また、病状によっては、雲南市立病院の救急外来で対応する場合がありますの
で、ご了承ください。詳しい内容、日程は次のとおりです。

【休日診療体制】

場 所 雲南市立病院内科外来

診 療 科 内科（小児科含む）

診 療 日 日曜日（年末年始・連休の日
曜日を除く）

診療時間 9 時～ 17 時

連 絡 先 ☎ 0854-43-2390
（雲南市立病院）

※ 受診の際は必ず雲南市立病院へ電話連絡
の上、1 階受付カウンターへお越しくだ
さい。

※ 保険証、各種医療費助成受給者証、お薬
手帳をお持ちください。

【休日診療実施日程表】※全て日曜日

平
成
29
年

1月 15、22、29日

平
成
29
年

9月 3、10日

2月 5、19、26日 10月 1、15、22、29日

3月 5、12、26日 11月 5、12、19、26日

4月 2、9、16、23日 12月 3、10、17日

5月 7、14、21、28日
平
成
30
年

1月 14、21、28日

6月 4、11、18、25日 2月 4、18、25日

7月 2、9、23、30日 3月 4、11、18、25日

8月 6、13、20、27日

島
根
県
最
低
賃
金
改
定

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
島
根
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に

適
用
さ
れ
る
島
根
県
最
低
賃
金
が

次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
金
額
は
、
平
成
28
年
10
月
１

日
（
土
）
以
降
の
賃
金
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

時
間
額
　
７
１
８
円

　
な
お
、
最
低
賃
金
に
は
、
①
臨

時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
　
②
１
ヵ

月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
　
③
時
間
外
労
働･

休

日
労
働･

深
夜
労
働
に
対
す
る
賃

金
　
④
精せ
い

皆か
い
き
ん勤
手
当
、
通
勤
手
当

お
よ
び
家
族
手
当
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

　
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
島
根

労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
（
☎

０
８
５
２-

31-

１
１
５
８
）
ま

た
は
松
江･

出
雲･

浜
田･

益
田

の
各
労
働
基
準
監
督
署
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等

室
で
は
、
労
働
者
の
賃
金
引
上

げ
を
図
る
事
業
主
を
支
援
す
る

た
め
「
業
務
改
善
助
成
金
」
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
島
根
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室
（
☎
０
８
５
２

-

20-

７
０
０
７
）
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
同
労
働
相
談
会
開
催

産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
島
根
県
労
働
委
員
会
と
島
根
労

働
局
な
ど
の
関
係
機
関
の
共
催
に

よ
り
、「
パ
ワ
ハ
ラ
」、「
突
然
解

雇
」、「
賃
金
不
払
」
な
ど
労
働
者

と
事
業
主
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

【
日
時
】

　
３
月
５
日
（
日
）
10
時
か
ら
15

時
ま
で

【
場
所
】

　
出
雲
商
工
会
議
所
（
出
雲
市
大

津
町
１
１
３
１

－

１
）

【
料
金
等
】
無
料

　
労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
か
ら

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。（
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
）

【
そ
の
他
】

　
事
前
予
約
者
優
先
で
す
が
、
当

日
受
け
付
け
も
し
ま
す
の
で
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
８
５
２-

22-

５
４
５
０
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日本遺産「出雲國たたら風土記
　　　　　　　　～鉄づくり千年が生んだ物語～」

いずものくに ふ　ど　き

5
シリーズ

≪安来市・奥出雲町・雲南市共同企画≫

たたら製鉄と地域の意外なつながり
　たたらはその長い歴史の中で、出雲地方の暮らしや経済などさまざまな分野に影
響を与えてきました。私たちの身近な景観や産物、伝統芸能の中には、たたらとの
意外なつながりを持つものがあります。

　奥出雲地方の山間部によく見ら
れる棚田。その多くは山を切り崩
して土砂を水路に流しながら砂鉄
を採取した「鉄

かん
穴
な
流し」の跡地を

活用したものです。鉄穴流しをし
た後に蕎

そ ば
麦などの種を蒔いて土を

つくり、その後、稲を植えて、広
大な棚田をつくりあげました。こ
のようにして蕎麦や良質米がこの
地域でもつくられるようになり、
今でも出雲そばやブランド米は多
くの美食家を魅了しています。私

　港町安来は、出雲・伯
ほう
耆
き
地方の鉄の集積地

として人々が交わる拠点となりました。「民
謡安来節」は、そこに集う各地の船頭が唄う
民謡などの影響を受けて生まれたといわれて
います。今では、ユニークな「どじょうすく
い踊り」とともに全国に知られていますが、
実はその歌詞には鉄を馬や船で運ぶ様子な
ど、鉄に関連した内容が随所に唄い込まれて
います。島根を代表する伝統芸能も、たたら
製鉄が育んだ文化の一つだといえます。

たたらが育んだ仁多米と蕎麦

安来節～鉄の交易がもたらした軽快な歌声～

日本遺産に関する出前講座は、商工観光課（☎ 0854-40-1054）へお気軽に問い合わせください。

▲棚田の景観

▲民謡安来節

たちが何気なく見ている地域産品も、その歴史をたどるとたたら製鉄との関わりがあることが分かります。
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私たち、男女共同参画サポーターです！ 

　出雲養護学校雲南分教室ができたのを機に、『み
んな違ってみんないい !! 子どもの未来を育てよう !!
プロジェクト』をコンセプトとし、①『ちぎってつ
くるジブンらしさ』②『ママの本音トーク』③『こー
ちゃんのシャボン玉』④『ちぎってつくるジブンら
しさフレーム展示』と 4 回に渡り、市民向けの講
座を開催しました。
　この講座は、特に『様々な困難がある人』へ『男
女共同参画』『個々の良さを大切に』を伝えたいん
だ！という、サポーターやネットワークのみんなの
思いを形とした事業です。　
　『ちぎってつくるジブンらしさ』は出雲養護学校

～雲南市で男女共同参画を推進している力強い仲間“島根県男女共同参画サポーター”。
このコーナーでは、その活動を８人のサポーターが自ら紹介していきます。～

「障がいのあるお子さんや保護者さん対象の事業」（文：品
しながわのり

川宣子
こ

さん）Part.7

雲南分教室・雲南さくら教室においても開催させていただきました。

▲市民向けイベントで活動するサポーター

▲作品展示の様子

　さらに「生きる力の根っこ育て」を
学びに認定こども園倉吉幼稚園・保育
園へ視察に行かせていただき、『本物』
を幼いうちから体験することがもたら
す効果を学びました。

　「ジブンらしさ」が受け入れられる
社会づくりが、これからの子どもたち
には必要である！と感じた平成27年
度でした。

第
25
回

「
ⅰイ

ズｓ�

ｙ
ユ

　
ウ
ｏ
ｕ
」開
催

　
島
根
県
立
出
雲
養
護
学
校

　
☎
０
８
５
４-

43-

２
２
６
１

　
出
雲
養
護
学
校
高
等
部
で
は
、

卒
業
後
の
社
会
的
自
立
を
め
ざ

し
、
作
業
学
習
を
教
育
課
程
の
中

心
に
す
え
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
作
業
学
習
で
制
作
し
た
作
品
を

展
示
・
即
売
し
て
、
生
徒
た
ち
の

自
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た

だ
き
た
く
、
第
25
回
出
雲
養
護
学

校
高
等
部
作
品
展
・
即
売
会
「
ⅰ

ｓ�

ｙ
ｏ
ｕ
」
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

【
日
時
】

　
２
月
11
日
（
土
）
10
時
か
ら
15

時
ま
で

【
と
こ
ろ
】

　
ゆ
め
タ
ウ
ン
出
雲
　
東
館
２
階
　

太
陽
の
広
場

【
内
容
】

　
出
雲
養
護
学
校
高
等
部
生
徒
の

作
品
展
示
（
木
工
製
品
、
陶
器
、

ク
ッ
キ
ー
、
マ
フ
ィ
ン
、
手
作
り

ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
布
小
物
、
ジ
ャ

ム
、
一い

っ
ぴ
つ
せ
ん

筆
箋
、
ミ
ニ
カ
レ
ン
ダ
ー

な
ど
の
販
売
）
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※�なお、産業別、職業別の就業者数や従業地・通学地による各種集計等は、今後順次公表される予定です。
雲南市分の集計等については、市ホームページに順次掲載します。

区　　分
平成27年国勢調査 平成22年国勢調査 人口増減
人　口
（人）

世　帯　数
（世帯）

人　口
（人）

世　帯　数
（世帯）

増　加　数
（人）

増加率
（％）

雲　  南  　市 39,032 12,527 41,917 12,905 △ 2,885 △ 6.9
大 東 町 12,524 3,839 13,407 3,887 △ 883 △ 6.6
加 茂 町 5,939 1,809 6,308 1,824 △ 369 △ 5.8
木 次 町 8,680 2,901 9,049 2,955 △ 369 △ 4.1
三 刀 屋 町 7,245 2,359 7,757 2,423 △ 512 △ 6.6
吉 田 町 1,706 602 2,048 719 △ 342 △ 16.7
掛 合 町 2,938 1,017 3,348 1,097 △ 410 △ 12.2

雲南市の人口・世帯数（確定値）が公表されました

　平成27年10月１日を基準日に実施した平成27年国勢調査の結果が公表されましたので、雲南市分につ
いてお知らせします。

　雲南市の人口は 39,032 人、世帯数は 12,527 世帯となり、５年前の平成 22年国勢調査と比べて人口
は 2,885 人の減少（減少率 6.9％）、世帯数は 378 世帯の減少（減少率 2.9％）となりました。

　旧町別でも、6町とも人口・世帯数ともに減少していますが、人口は 4.1％～ 16.7％、世帯数は 0.8％
～ 16.3％と、町によって減少率に差がみられます。

平成27年国勢調査と平成22年国勢調査の比較

『UNNAN 子育ち応援会議』を開催しています！ 
ウンナン

【問】情報政策課  ☎0854-40-1015

　市内の子育てしているママやパパが、子育て環境やまちづく
りについての意見やアイディアを出し合い、その内容等を実践
へとつなげるほか、市の施策に反映するための提案を行なって
いこうと、平成28年10月から『UNNAN 子育ち応援会議』（マ
マパパ会議）がスタートしました。
　市役所本庁舎１階多目的ホールを会場に、『これからもずっ
と雲南市で子育てをしていくために…』をテーマに、市が実
施した「子育てに関するアンケート」などを参考にしながら、
これまで 6回の会を重ね、市長や教育長との懇談の場も設け、
さまざまな立場から前向きな議論を毎回楽しく進めています。
　第８回の『UNNAN子育ち応援会議』を2月15日（水）18時30分から市
役所本庁舎 1階多目的ホールで開催します。
　市内のママやパパの参加をお待ちしています！
※�要申込‥2月10日（金）までに情報政策課（☎ 0854-40-1015）へ連絡
ください。
※託児を希望される場合は申し込み時に申し出ください。
　これまでの様子は市ホームページをご覧ください。
　「UNNAN子育ち応援会議」で検索。

▲会議の様子

▲ UNNAN ママパパの木
UNNAN子育ち応援会議

平成27年国勢調査の集計結果 【問】情報政策課  ☎0854-40-1015
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道路交通法の一部が改正されます

70歳～74歳の運転者の方
更新時の
高齢者講習

☆３時間から2時間へ短縮！
☆内容も充実

75歳以上の運転者の方
免許更新時

認
知
機
能
検
査

運
転
に
必
要
な
能
力

心配ない

少し低い

低い

2時間

医師の診断

免
許
更
新

認知症でない
認知症 停止

取消

免
許
継
続

臨
時
認
知
機
能
検
査

運
転
に
必
要
な
能
力

心配ない

少し低い

低い 医師の診断 認知症 停止
取消

認知症でない

免
許
継
続

【問】島根県運転免許センター　　　松江市打出町250番地１ ☎0852－36－7400
島根県西部運転免許センター　浜田市竹迫町2385番地３ ☎0855－23－7900

前回より低下

前回と同じ

一定の違反をしたとき（信号無視・一時不停止など18の違反行為）

高
齢
者
講
習

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
※医師の診断の前に高齢者講習受講可能



市報うんなん  No.147 28

固定資産税 【問】税務課 ☎0854－40－1034

　市報うんなん10月号に引き続き、今月号では固定資産税（土地）について少し詳しく説明します。

「住宅用地に対する課税標準額の特例」
　住宅用地は、その税負担を特に軽減する必要から、その面積によって、小規模住宅用地と一般住宅用地
に分けて特例措置が適用されます。

■小規模住宅用地
　　○ �200㎡以下の住宅用地（200㎡を超える場合は住宅１戸あたり 200㎡までの部分）を小規模住宅

用地といいます。
　　○小規模住宅用地の課税標準額については、価格の６分の１の額とする特例措置があります。

■一般住宅用地
　　○�小規模住宅用地以外の住宅用地を一般住宅用地といいます。たとえば、300㎡の住宅用地（１戸建

住宅の敷地）であれば、200㎡分が小規模住宅用地で、残りの 100㎡分が一般住宅用地となります。
　　○一般住宅用地の課税標準額については、価格の３分の１の額とする特例措置があります。

■住宅用地の範囲
　　住宅用地には、次の２つがあります。
　　　①�専用住宅（専ら人の居住の用に供する家屋）の敷地の用に供されている土地…その土地の全部（た

だし、家屋の床面積の10倍まで）
　　　②�併用住宅（一部を人の居住の用に供する家屋）の敷地の用に供されている土地…その土地の面積

（ただし家屋の床面積の10倍まで）に一定の率を乗じて得た面積に相当する土地

地価が下落しているのに、税額が上がるのはなぜですか？

土地の価格は，平成５年度以前には地価公示価格よりかなり低い水準にありましたが、

平成６年度に地価公示価格の７割を目途とする評価替えが行われた結果、宅地の評価

額が大幅に上昇しました。そこで、この評価替えによって税負担が急増しないように

するため、なだらかに課税標準額を上昇させる負担調整措置が講じられました。

　負担水準（個々の土地の課税標準額が評価額に対してどの程度まで達しているかを

示す割合）が高い土地は税負担を引き下げたり、据え置いたりする一方、負担水準が

低い土地は税負担を引き上げていく仕組みとなっています。したがって、負担水準が

低く、本来負担すべき税額までゆるやかに引き上げている過程にある土地では、地価

が下落していても税額が上がるというケースが生じることになります。

Q
A

【よくあるご質問】
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掛
　合

保育園開放日

夢の子園 保 育 所 開 放 日 ８日㈬・15日㈬・22日㈬   9:00 ～ 11:00
昼 食 試 食 会 15日㈬（要予約・〆切８日） 11:00 ～ 12:00

支援センター (分室：掛合体育館）

分　室 子 育 て 相 談 日  １日㈬   9:30 ～ 11:00
お 話 の 日 10日㈮ 10:30 ～ 11:00

好老センター
節 分 ～ 豆 ま き ～  ２日㈭（要予約）   9:30 ～ 11:00
フリースペース・

リサイクル会 21日㈫   9:00 ～ 11:00
問い合わせ先 

▲

かけや夢の子園 ☎62-9900
　　　　　　 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

吉
　田

保育所開放日　
吉田保育所 16日㈭   9:30 ～ 11:30
田井保育所  １日㈬   9:30 ～ 11:30
社協子育てサロン（あいあいクラブ）

吉田健康福祉
センター

クッキー and 
サンドイッチづくり♪ 15日㈬   9:30 ～ 11:30

問い合わせ先 

▲

吉田保育所 ☎74-0330　　 

▲

田井保育所 ☎75-0201
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078

大
　東

教室・相談
大東子育て支援センター
（あおぞら保育園２階） 子 育 て 相 談 10日㈮、24日㈮ 10:00 ～ 17:00
福祉センターおおぎ 市 育 児 相 談 21日㈫   9:30 ～ 11:00
大東健康福祉センター リ ズ ム 遊 び 教 室 23日㈭   9:30 ～ 11:30
子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30 ～ 15:30
よちよち（旧久野幼稚園）  ４日㈯   9:30 ～ 11:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ６日㈪   9:30 ～ 11:30
ぽっぽ（佐世交流センター）  ９日㈭   9:30 ～ 11:30
うしお（海潮交流センター） 10日㈮   9:30 ～ 11:30
地域サークル
佐世（佐世交流センター） 16日㈭   9:30 ～ 11:30
大東（木馬） 17日㈮   9:30 ～ 11:30
幡屋（幡屋交流センター） 20日㈪   9:30 ～ 11:30
保育園開放日
大東保育園 毎週水曜日 試食の予約：前日16:00まで
かもめ保育園 毎週金曜日 試食の予約：前日16:00まで
あおぞら保育園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで
問い合わせ先 

▲

大東保育園 ☎43-6132　 

▲

かもめ保育園 ☎43-5028 　 　 　 　 　 　  ▲

あおぞら保育園（大東子育て支援センター） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

たんぽぽひろば（節分の会）  １日㈬ 10:00～（１時間程度）
お茶会  ６日㈪ 10:00～（１時間程度）
たんぽぽひろば

（ベビーマッサージ・タッチケア）  ８日㈬ 10:00～（１時間程度）
たんぽぽひろば（体で遊ぼう） 15日㈬ 10:00～（１時間程度）
※お誕生日の当日又は前後でお祝い会をします。２月生まれのお友だちはご予約ください。
※行事があっても通常利用できますので利用ください。

教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室（５～６ヵ月児対象離乳食教室）  ２日㈭ 10:00 ～（※要予約）
もぐもぐ教室（７～８ヵ月児対象離乳食教室）  ９日㈭ 10:00 ～（※要予約）
もぐもぐ教室（９～11ヵ月児対象離乳食教室） 16日㈭ 10:00 ～（※要予約）
育児相談 20日㈪   9:30 ～ 11:30
ア レ ル ギ ー 対 応 食 教 室 23日㈭ 10:00 ～（※要予約）

子育てサロン
加茂交流センター ぷ ち つ く し っ 子 広 場 24日㈮ 10:00 ～ 11:30
保育園開放日
たちばら保育園 月曜日～金曜日（平日) 10:00～（１時間程度）
問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355
　　　　　　 

▲

加茂交流センター ☎49-8380
　　　　　　 

▲

たちばら保育園 ☎49-8122

三
刀
屋

支援センター　

三刀屋子育て支援
センター

育児相談  ６日㈪   9:30 ～ 11:00受付
赤ちゃん広場 17日㈮ 10:00 ～ 10:30
あそぼう広場 24日㈮ 10:00 ～ 10:30

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週月曜日
　おはなし会：４日（土）10:00 ～　
　　　　　　７日（火）、14日（火）、21日（火）15:30 ～
　　　　　　三刀屋子育て支援センター　28日（火）10:00 ～
吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

新着の本（抄）
▼J.K.ローリング「ハリーポッターと呪

のろ
いの子」▼浅田次郎「天

てん
子
し

蒙
もう

塵
じん

①」
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坂
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 剛
ごう

「闇
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の平
へい

蔵
ぞう

」▼川
かわ

村
むら

元
げん

気
き

「四月になれば彼女は」▼岳
がく

 真
しん

也
や

「直
なお

虎
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政
まさ

」▼京
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極
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夏
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彦
ひこ

「虚
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実
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妖
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百
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物
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　 ・ ・ 」▼高
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村
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 薫
かおる

「土の記㊤㊦」
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」▼葉
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 麟
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場
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始
し

末
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」▼岡
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崎
ざき

琢
たく

磨
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琲
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店
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タレー
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輔
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ちょう

講
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生
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「笑って、泣いて、考えて。」
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井
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 滋
しげる

「おばさんの金
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棒
ぼう

」▼村
むら

上
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 隆
りゅう

「星に願いを、いつでも夢を」▼田
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房
ぶさ

永
えい

子
こ

「キレる私をやめたい」▼岡
おか

谷
や

公
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二
じ

「伊
い

勢
せ

と出
いず

雲
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 韓
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神
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と鉄」▼農山
漁村文化協会 編「s

シリーズ
eries田

でん
園
えん

回
かい

帰
き

①～④」▼朝
あさ

日
ひ

新
しん

聞
ぶん

取
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材
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班
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困
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」▼原
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田
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 賢
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「自
じ

律
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神
しん

経
けい

を整えるストレッチ」▼石
いし

飛
とび

幸
こう

三
ぞう

「『平
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穏
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死
し

』を受
け入れるレッスン」▼足

あ
立
だち

洋
ひろ

子
こ

「『めんどくさい』がなくなる台所」▼浅
あさ

野
の

曜
よう

子
こ

 監修「アルミホイル超楽レシピ」▼磯
いそ

崎
ざき

園
その

子
こ

「ママの心に寄りそう絵
本たち」▼久

ひさ
繁
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哲
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之
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介
すけ

「競
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わない地
ち
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「百姓が書いた有機・
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一
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「きまぐ
れ星からの伝言」▼スタジオワーク「仏像とお寺の解剖図鑑」

木次図書館　　☎0854-42-1021
 ２月の休館日  
　毎週月曜日、11日（土・祝）、月末整理休館：28日（火）
 イベント案内 
　☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館　　☎0854-43-6131
 ２月の休館日 
　毎週金曜日、11日（土・祝）、月末整理休館：28日（火）
　特別整理休館：１日（水）、２日（木）[蔵書点検のため]

 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ　毎週月曜日　10:30 ～
　　（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）

※19ページに大東図書館の長期休館に関して詳細を掲載しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館　　☎0854-49-8739
 ２月の休館日  
　毎週木曜日、11日（土・祝）、月末整理休館：28日（火）
　特別整理休館：１日（水）[蔵書点検のため]

 イベント案内 
　☆絵本のひろば　14日（火）10:30 ～
　　乳幼児と保護者の方が気軽に図書館や本を楽しんでいただく時間です。
　☆おはなしチューリップ 楽しいえほんの会 
　　　　　“音楽と読み語りを楽しむ”スペシャル　 
　　　18日（土）14:00 ～ 15:00　ゲスト：金

かね

築
つき

朋
とも

子
こ

 さん

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

オニの面作り  １日㈬ 10:00 ～
節分誕生会
（誕生児、一般参加者要予約）  ２日㈭ 10:00 ～
ミュージックケア（年齢不問） 10日㈮ 10:00 ～（※要予約）

出前保育
日登交流センター  ８日㈬ 10:00 ～
教室・相談
木次子育て支援

センター
ベビーマッサージ（３～７ヵ月） 14日㈫ 10:00 ～（※要予約）
育 児 相 談、 妊 婦 サ ロ ン 24日㈮   9:30 ～ 11:00受付

問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール2 図書館だより図書館だより月
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◆育児相談
掛合子育て支援センター  １日㈬

9:30 ～
三刀屋子育て支援センター  ６日㈪
加茂子育て支援センター 20日㈪
地域福祉センターおおぎ 21日㈫
木次子育て支援センター 24日㈮
◆妊婦サロン
木次子育て支援センター 24日㈮ 10:00～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センター  ７日㈫ 9:30～

◆断酒会
吉田ふるさとセンター  ２日㈭ 19:00～21:00
加茂健康福祉センター  ６日㈪ 18:30～20:30
大東地域交流センター 14日㈫

19:00～21:00掛合まめなかセンター 15日㈬
下熊谷交流センター 20日㈪

◆休日がん検診（要予約）
　（胃がん・肺がん・乳がん・子宮頸がん） 受付時間

三刀屋文化体育館アスパル 12日㈰   9:00～11:30
13:30～15:30

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター  ９日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 23日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター  ２日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 22日㈬ 13:00～（３歳児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  ２日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
こころの健康＆もの忘れ相談  ８日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南  ８日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
ひとり親家庭法律相談 いきいきプラザしまね  ８日㈬ 13:30 ～ 15:30

（要予約）【問】一般財団法人島根県母子寡婦福祉連合会　☎ 0852-32-5920
雲南サロン「陽だまり」  ９日㈭

23日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
思春期・青年期こころの相談 15日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
交通事故巡回相談 出雲市役所 16日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
難病サロン「ひまわり」 17日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 20日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
はじめての子育て講座「親子の絆教室」 下熊谷交流センター 22日㈬ 14:00 ～ 16:00

（要予約）定員10組【問】子ども家庭支援課　☎ 40-1067
こころのサロン「つくし」 24日㈮ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642

２月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F 相談室 １、８、15、22日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 25日㈯ 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014
※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは
　いずれも 0854 です。 

木次町
雲南消防本部・
雲南消防署

２月21日㈫
  8:30～11:00

ゼンキンメタル 12:00～13:00
雲南市役所本庁舎 14:30～17:00

献血�【問】市民生活課　☎40-1031

第16回ラメール小中学校管弦打独奏コンクール�
 と　き  ２月５日（日）9:00～18:00
 ところ  加茂文化ホール�ラメール（大ホール）
 入場料  無料
県内の小学５年生～中学生46人の出場者が、そ
れぞれの目標に向けて練習を重ね、独奏にチャレ
ンジします。

 【問】ラメール　☎0854-49-8500

神楽の夕べ�
出演：小河内神楽社中

 と　き  ２月11日（土）19:30開場、20:00開演
 ところ  古代鉄歌謡館
 入場料  高校生以上500円、中学生以下200円
出雲地方に脈々と受け継がれる郷土芸能・出雲神
楽をごゆっくりお楽しみください。

 【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568
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市では、新たな収入確保対策として、有料広告を掲載しています。
掲載されている広告の内容などへの問い合わせは、直接広告主へお願いします。
広告内容は市が推奨するものではありません。

広 告 枠
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人　口･･ 39,973人（－69人）

世帯数･･ 13,892世帯（－46世帯）
平成 29 年 1 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 20,788人（－40人）

男　性･･ 19,185人（－29人）

I N F O R M A T I O N
平成28年度 
雲南市人権問題を考える講演会 
 と　き  ２月11日（土）10:00 ～ 11:50
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）

 演　題  「『人権』と『民主主義』が問われている」
～格差社会と貧困が蝕む社会の中で～　　

 講　師  赤
あか

井
い

 隆
たか

史
し

さん
 （認定NPO法人ふーどばんくOSAKA理事長）

 入場料  無料
※手話通訳、要約筆記、無料託児あり

 【問】人権センター　☎0854-42-1767

幸雲南塾2016 最終報告会 
 と　き  ２月11日（土）13:00 ～ 17:30（受付12:30 ～）
 ※終了後、交流会あり

 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（３階大会議室）

 内　容  幸雲南塾生の取組成果発表
その他地域の「子ども」「大人」等の各チャ
レンジャーによる発表およびワークショップ

 参加費  1,000円（交流会費は別途1,000円）

 【問】政策推進課　☎0854-40-1011

地域自主組織取組発表会 
 と　き  ２月12日（日）13:00 ～ 17:00（受付12:30 ～）

 場　所  木次経済文化会館チェリヴァホール（３階大会議室）

 内　容  地域自主組織・市民活動団体・幸雲南塾生
の取組成果発表

 参加費  無料
 【問】地域振興課　☎0854-40-1013

第２回加茂町人権セミナー 
 と　き  ２月24日（金）19:00 ～ 20:30
 ところ  加茂健康福祉センター かもてらす
 演　題  「母娘で問うた部落差別」
 講　師  坂

さか

田
た

かおり さん
 （部落解放同盟鳥取県連合会 女性部副部長）

【問】人権・同和教育推進協議会加茂支部事務局
 （加茂総合センター自治振興課内）

  ☎0854-49-8601

第28回島根県スポーツ・レクリエーション祭“スポレク広場”
総合型地域スポーツクラブみとやスポーツクラブ

「スポーツフェスティバル」 
 と　き  ２月19日（日）13:30 ～ 16:00
 ところ  三刀屋文化体育館アスパル
 種　目  スポーツ吹矢、スカットボールなど
 参加料  100円（保険料）
 〔みとやスポーツクラブ会員無料、障がい者は半額〕

　　　　【問】みとやスポーツクラブ事務局
 （アスパル内）☎0854-45-9222

ラメールミュージカルスクール公演2017 

「交響詩 古代」 
原作・作詞・作曲・演出・音楽 モンデン・モモ

 と　き  ３月４日（土）15:30開場、16:00開演
 ３月５日（日）13:30開場、14:00開演
 ところ  加茂文化ホール ラメール（大ホール）

 入場料  【１階／指定席】
 　一般1,000円、高校生以下500円
 【２階／自由席】前売500円、当日800円
ラメールミュージカルスクールの子どもたちによる創
作ミュージカル公演。加茂岩倉遺跡銅鐸出土を記念し
て作られた作品を、出土20周年を記念し、幼児から高
校生まで総勢50人でお届けします。
 【問】ラメール　☎0854-49-8500

市報の音訳ＣＤご利用ください
「市報うんなん」「社協だより」などを音声で分か
りやすくお伝えするため、音訳ボランティアの方
に協力をいただき、音訳ＣＤを作成して無料配布
しています。視覚障がいの方などご希望の方は、
下記まで申し込みください。
【音訳ボランティアの皆さん】
　朗読ボランティア
　　さくらの会（大東町）
　　ひばりの会（加茂町）
　　ともしび会（木次町）
　　こだまの会（三刀屋町）
　音訳ボランティア
　　こもれび（吉田町）
　　ほほえみ（掛合町）
【問】雲南市社会福祉協議会　☎0854-45-9888

長寿障がい福祉課　☎0854-40-1042

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
中
!!


